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市
の
職
員
が

還
付
金
が
振

り
込
ま
れ
る

な
ど
と
言
い
、

の
操
作
を
促
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詐
欺
が

多
発

詐
欺
が

多
発

２・３面 教育特集 市立
幼稚園で入園希望者募
集、歴史館特別展など

４・５面 お知らせ、傍聴
できます、市民委員を
募集、講座など

６・７面 公民館、催し、
市美展を開催、子育て
支援、ほけんなど

８面 フォトニュース、市
広報番組案内など

中学校総合体育大会を開中学校総合体育大会を開
催（２面）催（２面）

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

味
わ
い
ま
せ
ん
か

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
お
寿
司
、
ケ
ー
キ
、
マ
ド
レ
ー
ヌ

市
の
特
産
農
産
物
・
服
部
し
ろ
う
り
な
ど
を
、
新
た
な
メ
ニ
ュ

ー
で
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
号
で
は
、
市
内
の
特
産
物
に

出
会
え
る
催
し
や
、
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
は
地
元
産
農
産
物
を
、
魅

力
あ
る
商
品
に
活
用
し
て
も
ら

お
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ト
マ
ト
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
、

市
に
は
左
表
の
特
産
物
を
含
む

さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
、
夏
野
菜
の
代

表
格
が
服
部
し
ろ
う
り
で
す
。

旬
の
後
も
粕
漬
け
が
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
市
内
で
は
ピ
ク

ル
ス
と
し
て
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に

使
っ
た
り
、
デ
ザ
ー
ト
に
す
る

な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
て
提
供
す

る
お
店
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

９
月

日

か
ら
は
左
欄
の

催
し
で
、
服
部
し
ろ
う
り
を
使

っ
た
創
作
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、

市
内
発
祥
の
高
槻
う
ど
ん
ギ
ョ

ー
ザ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が

提
供
さ
れ
ま
す
。

ま
た
市
は
、
安
全
・
安
心
で

新
鮮
な
地
元
産
農
産
物
を
販
売

す
る
朝
市
へ
の
支
援
な
ど
、
地

産
地
消
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
９
月
中
旬
か
ら
市
内
各

所
で
は
、
い
も
掘
り
園
も
開
か

れ
ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、

地
元
高
槻
の
お
い
し
い
魅
力
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日程 ９月 日 日
の午前 時 午後８時（ 日
は午後５時まで）
会場 西武高槻店（白梅町）
問合先 産業振興課（

・ ）

服部しろうりの
にぎりなど８店
舗が新作販売 今城塚古代歴史館前

日程 ９月 日 、 月
日 、 月 日 の午前８時
９時 分
会場 同館駐車場
内容 野菜、花などの即売
問合先 市農業振興団体協
議会（農林課内 ・ ）

農園所在地 氏 名 電話番号 開園日

塚脇
入谷ヨリ子 ・ ９／
川上忠男 ・ ９／
福岡俊孝 ・ ９／

深沢本町
岸田寛治 ・ ／１
吉田可成 ・ ／

原
田中稔 ・

９／
谷口宏 ・

東五百住町 吉田勇 ・ ／５
大蔵司 古藤沙智子 ・ ９／
川西町 長尾淑子 ・ ／５

浦堂本町 山本知 ・
・ ／

農園所在地 氏 名 電話番号 開園日

登録特産物

※府内の魅力ある地域資源として 大阪
ミュージアム構想 に登録されている農
産物を取り上げています

特産物 収穫時期 旬

服部しろうり７月上旬８月中旬

７月
中
下旬

三箇牧トマト 月
翌年７月

４
５月

梶原特産
たけの子

３月上旬
５月上旬 ４月

高槻産
しいたけ 年中 ９

月

特産物 収穫時期 旬

秋の味覚

９月中旬から開園

さつまいも掘り園が９月
日 から下表のとおり、
順次開園します。秋の味覚
を楽しみ、自然と触れ合う
きっかけに、ぜひお越しく
ださい。いずれも申し込み
は電話で、各園へ。
開園期間 ９月 日
月上旬
料金 １株 円

問 合 先
農
林
課
（

朝
市
、

地
産
地
消
）

・
７
４
０
２

産
業
振
興
課
（

商

品
へ
の
活
用
）

・
７
４
１
１

問 合 先

高高
槻槻
まま
つつ
りり

写写
真真
ココ
ンン
テテ
スス
トト

公公開開
セセ ミミ ナナ ーー竹竹内内栖栖鳳鳳とと

たた
かか
つつ
きき
ふふ
れれ
ああ
いい
ひひ
ろろ
ばば

フフ
リリ
ママ
出出
店店
・・
ババ
ザザ
ーー
提提
供供
物物

人人
権権
啓啓
発発
作作
品品

共共
にに
生生
きき
るる

障障
がが
いい
者者
展展
作作
品品

社社
会会
福福
祉祉
事事
業業
団団

非非
常常
勤勤
・・
パパ
ーー
トト
職職
員員

摂摂
津津
峡峡
青青
少少
年年
キキ
ャャ
ンン
ププ
場場

管管
理理
指指
導導
員員

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

市市広広報報番番組組案案内内

情情報報 ワワイイドドたたかかつつきき

○○９９月月 日日 日日 放放送送

○○９９月月 日日 日日 放放送送

おいしいおいしい
たかつきたかつき

特
産
特
産
特
産
特
産

高槻産の素材をふんだんに使った高槻産の素材をふんだんに使った
ハンバーガーハンバーガー

ジ
ャ
ズ
と

グ
ル
メ

ジ
ャ
ズ
の
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
高
槻
の

食

を
楽
し
む

食

の
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

日
程

月

日

・

日

の
午
前

時

午
後
５
時

内
容
・
会
場

食
品
の
展
示
販

売
、
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏

城
跡

公
園
野
球
場

ア
ー
ト
展
示
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

同
公
園

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
を
募
集

両
日
午
前

時

午
後
３
時

に
実
施
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
数

店
舗（
多
数
抽
選
、

１
店
舗
２

×
３

千
円
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
を
募
集

※
同
一
団
体
の
複
数
申
し
込

み
、
プ
ロ
や
中
学
生
以
下
だ
け

の
参
加
不
可
。
動
物
、
食
品
、

貴
金
属
類
、
仕
入
れ
た
商
品
、

使
用
不
能
の
家
電
な
ど
は
不
可

応
募
方
法

９
月

日
（
金
・

必
着
）ま
で
に
、催
し
各
、住
所
、

氏
名
、出
店
希
望
日
、取
扱
品

目
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
郵
送
で
、同
フ
リ
マ
係（
〒

・
０
８
０
４
紺
屋
町
３
番
１

の

号
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
内

・
２
２
０
０
）
へ

問
合
先

同
実
行
委
員
会
（

・
７
２
２
２

真
砂
）
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阿武山中が 連覇阿武山中が 連覇阿武山中が 連覇阿武山中が 連覇

教
育
特
集

教
育
特
集

世界で活躍する選手からの
エールは生徒たちの励みに

市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が

８
月

日
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
大
会
は
、
日
頃
部
活
動

に
励
む
生
徒
た
ち
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
、
ま

た
、
心
身
共
に
健
全
な
生
徒
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

５
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
市

立

校
と
私
立
４
校
が
参
加

し
、
夏
休
み
期
間
を
中
心
に
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
剣
道
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど

種
目
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
総
合
得
点

の
高
い
上
位
３
校
を
表
彰
し
ま

し
た
。

８
月
１
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
柳
川
中
学
校
の
ジ
ャ
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
迫
力
あ

る
応
援
演
奏
が
行
わ
れ
、
各
校

代
表
者
か
ら
は
力
強
い
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
会
場

に
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

・
ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ

大
阪
高

槻
の
本
並
健
治
監
督
と
丸
山
桂

里
奈
選
手
、
浜
田
遥
選
手
が
駆

け
つ
け
、
生
徒
に
向
け
て
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。
両
選
手
か

ら

あ
き
ら
め
ず
、
精
一
杯
力

を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い

と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
、
大
会
を

前
に
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
各
種
目
の
成
績
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

近
畿
総
合
体
育
大
会
で
活
躍

近
畿
総
合
体
育
大
会
で
活
躍

市
立
中
学
校
の
運
動
部
が
大

阪
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
８
月
５
日
か
ら
７
日
間
、

滋
賀
県
で
行
わ
れ
た
近
畿
総
合

体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー

第
二
中

大
阪
大

会
第
２
位

柔
道

第
七
中
３
年
・
小
坂
恭

平
（
男
子

級
）

大
阪

大
会
第
２
位

第
七
中
（
女
子

団
体
）

大
阪
大
会
第
２
位

陸
上
競
技

芝
谷
中
３
年
・
岩

崎
未
咲
（
女
子

）

大
阪

大
会
第
２
位

五
領
中
２
年
・

細
川

（
２
年
女
子

）

大
阪
大
会
優
勝

剣
道

阿
武
山
中
２
年
・
廣
澤

快

大
阪
大
会
ベ
ス
ト
８

市中学校総合体育大会 種目別結果

い
ず
れ
も
会
場
は
服
部
図
書

館
（

・
１
０
８
５
）
。
無

料
。

【
企
画
展

服
部
地
域
に
ま
つ

わ
る
品
々
を
展
示
】
９
月

日

ま
で
。
直
接
、
会
場
へ

【
講
座

大
蔵
司
遺
跡
と
古
代

企
画
展
と
講
座

服
部
の

企
画
展
と
講
座

服
部
の

歴
史
を
ひ
も
解
く

歴
史
を
ひ
も
解
く

の
ま
つ
り
】
９
月

日

午
後

１
時

分

３
時

分
。
講
師

は
市
学
芸
員
。
申
込
順

人
。

申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら

電
話
か
直
接
、
同
館
へ

９
月

日

日

の
午

前
９
時

分

正
午
に
同
古
墳

青
龍
三
年
の
丘
・
安
満
宮
山

青
龍
三
年
の
丘
・
安
満
宮
山

古
墳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

古
墳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

で
。

法
人
市
文
化
財
ス

タ
ッ
フ
の
会
に
よ
る
ガ
イ
ド
。

１
回

分
。
無
料
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。
今
城
塚
古
代
歴
史
館

（

・
０
８
２
０
）
。

９
月

日

午
後
１
時

分

３
時
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

（

・
０
８
２
０
）
で
。
講

師
は
水
野
正
好
さ
ん
。

人
。

無
料
。
当
日
正
午
か
ら
整
理
券

水
野
名
誉
館
長
の
口
誦
日
本

水
野
名
誉
館
長
の
口
誦
日
本

全
史

平
城
京
と
各
国
の
往
来

全
史

平
城
京
と
各
国
の
往
来

を
配
布
。

月

日

午
前
９
時
集

合
、
午
後
３
時

分
解
散
。

法
人
市
文
化
財
ス
タ
ッ
フ

の
会
に
よ
る
古
代
遺
跡
ガ
イ

ド
。
申
込
順

人
。

円
。
申

し
込
み
は

月

日
（
土
・
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
か
フ

ァ
ク
ス
に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
書
い

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

紅
葉
の
阿
武

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

紅
葉
の
阿
武

山
か
ら
い
ま
し
ろ
大
王
の
杜
へ

山
か
ら
い
ま
し
ろ
大
王
の
杜
へ

て
、
今
城
塚
古
代
歴
史
館
（
〒

・
１
１
３
６
郡
家
新
町

番

８
号

・
０
８
２
０
、

・
０
９
３
０
）
へ
。

月
１
日

午
前

時

分

正
午
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

で
。
講
師
は
市
学
芸
員
。
申
込

順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は

９
月

日

か
ら
電
話
か
直

接
、
今
城
塚
公
民
館
（

・

３
３
３
１
）
へ
。

江
戸
時
代
の
旅
と
西
国
街
道

江
戸
時
代
の
旅
と
西
国
街
道

城跡公園の城跡公園の
高山右近像高山右近像

しろあと歴史館しろあと歴史館
開館 周年記念特別展開館 周年記念特別展

市
制
施
行

周
年
、
中
核
市

移
行

周
年
、
し
ろ
あ
と
歴
史

館
開
館

周
年
を
記
念
し
て
特

別
展

発
掘

戦
国
武
将
伝

高
山
右
近
の
生
涯

を
開
催
。

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
有
名

な
戦
国
時
代
の
高
槻
城
主
、
高

山
右
近
の
生
涯
が
テ
ー
マ
。
ゆ

か
り
の
古
文
書
や
美
術
工
芸
品

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
程

月
５
日

月
１

日

の
午
前

時

午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時

分
ま
で
）

※
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
は
休

館
（

月

日

、

月
４
日

は
開
館
）

会
場

し
ろ
あ
と
歴
史
館
（

・
３
９
８
７
）

観
覧
料

円
（
小
・
中
学
生

円
）関

連
講
座
を
開
催

日
程
・
内
容
・
講
師

月
５

歴
史
講
座

右
近
を
取
り
巻
く

歴
史
講
座

右
近
を
取
り
巻
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
文
化

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
文
化

日

午
後
２
時

３
時

分

大
航
海
時
代
の
世
界
地
図
に
み

る
日
本
（
市
専
門
員
）

日

午
後
２
時

３
時

分

南

蛮
趣
味
と
刀
剣
・
甲
冑
（
市
学

芸
員
）

※
無
料

会
場

市
教
育
会
館

定
員

先
着
各

人

問
合
先

し
ろ
あ
と
歴
史
館

（

・
３
９
８
７
）・

講
座

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
各
申

込
期
限
ま
で
に
直
接
ま
た
は
、

往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
、

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
し
ろ
あ
と
歴

史
館
（
〒

・
０
０
７
５
城
内

町
１
番
７
号

・
３
９
８

７
、

・
３
９
８
４
）
へ
。

【
高
山
右
近
の
生
涯
と
戦
国
武

将
た
ち
】

日
程
・
内
容
・
講
師

月

連
続
講
演
会

連
続
講
演
会

高山右近作の茶杓（しゃく）高山右近作の茶杓（しゃく）

今城塚古代歴史館トピック展示

古代三島の山陽道とその周辺古代三島の山陽道とその周辺
今城塚古代歴史館で

は９月 日 からトピ
ック展示 古代三島の
山陽道とその周辺 を
開催します。同展では、
淀川の水運と並び古代
交通の軸であった古代
山陽道に焦点をあて、

奈良時代の三島の遺跡を紹介します。
日程 ９月 日 月４日 ※無料。月曜
日、祝日の翌日は休館（９日 日 ・ 日 、
月 日 、 月４日 は開館）

会場・問合先 同館（ ・ ）

日

三
好
長
慶
・
松
永
久
秀

と
高
山
氏
（
関
西
大
学
非
常
勤

講
師
・
天
野
忠
幸
さ
ん
）

月

日

織
田
信
長
・
豊
臣

秀
吉
と
高
山
右
近（
市
学
芸
員
）

日

加
賀
前
田
家
と
高

山
右
近
（
金
沢
城
調
査
研
究
所

・
木
越
隆
三
さ
ん
）

※
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
２
時

３
時

分
会
場

市
教
育
会
館

定
員

人
（
多
数
抽
選
）

費
用

円

申
込
期
限

月

日
（
木
・

必
着
）

【
学
芸
員
講
座

史
料
で
読
む

高
山
右
近
】

日
程
・
内
容
・
講
師

月

日

山
崎
合
戦（
市
専
門
員
）

日

右
近
の
逸
話
（
市

学
芸
員
）

※
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前

時

分

正
午
。
無

料会
場

し
ろ
あ
と
歴
史
館

定
員

人
（
多
数
抽
選
）

申
込
期
限

月
８
日
（
火
・

必
着
）

問合先

教
育
指
導
課

・
７
６
３
１

問合先

乳乳
児児
相相
談談
会会

ベベ
ビビ
ーー
ママ
ッッ
ササ
ーー
ジジ

親親
子子
でで
遊遊
ぶぶ
わわ
らら
べべ
歌歌
、、
絵絵
本本

親親
支支
援援
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

完完
璧璧
なな
親親
なな
んん
てて

月月６６日日

９９
月月

日日

日日
はは

結結
核核
予予
防防
週週
間間

心心
わわ
くく
わわ
くく

体体
すす
っっ
きき
りり

運運
動動
教教
室室

被被
爆爆
者者
二二
世世
健健
康康
診診
断断

健健
康康
づづ
くく
りり
推推
進進

協協
議議
会会
のの
教教
室室

本本
日日
開開
店店
ヘヘ
ルル
シシ
ーー
ダダ
イイ

エエ
ッッ
トト
食食
堂堂

栄栄
養養
教教
室室

地地
域域
子子
育育
てて
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
催催
しし

応応
募募
方方
法法

親親
子子
教教
室室
２２
歳歳
児児

おお
もも
ちち
ゃゃ
作作
りり
講講
座座

親親
子子
教教
室室

親親
子子
でで

楽楽
しし
くく
遊遊
びび
まま
しし

ぱぱ
くく
ぱぱ
くく
教教
室室

調調
理理
実実
習習
のの
見見
学学
・・
試試
食食

にに
んん
じじ
んん
クク
ララ
ブブ

種目 優勝 準優勝
軟式野球 城南中 芝谷中
陸上（男子） 第十中 第二中
陸上（女子） 第二中 芝谷中
水泳（男子） 阿武山中 関大中等部
水泳（女子） 関大中等部 阿武山中
バレーボール 阿武山中 如是中
ソフトボール 第六中 芝谷中
ソフトテニス（男子） 川西中 第一中
ソフトテニス（女子） 第八中 第二中
バスケットボール（男子）第十中 第一中
バスケットボール（女子）第八中 阿武山中
剣道（男子） 阿武山中 高槻中
剣道（女子） 阿武山中 第十中
サッカー 第三中 阿武山中
卓球（男子） 第四中 阿武山中
卓球（女子） 第十中 阿武山中
バドミントン（男子） 芝谷中 高槻中
バドミントン（女子） 阿武野中 五領中
ハンドボール 冠中 阿武山中
硬式テニス（男子） 青凌中 第六中
硬式テニス（女子） 阿武野中 第六中

種目 優勝 準優勝
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入
園
希
望
者
を
募
集

入
園
希
望
者
を
募
集

入
園
希
望
者
を
募
集

入
園
希
望
者
を
募
集

対
象
は
４
５
歳
児

市
は
、
来
年
度
市
立
幼
稚
園
に
入
園
を
希
望
す
る
４
歳
児
と

５
歳
児
を
募
集
し
ま
す
。
申
込
受
付
期
間
は

月
１
日

か
ら

７
日

ま
で
で
す
。

入
園
を
希
望
す
る
人
は
、
入
園
案
内
を
ご
覧
の
上
、
受
付
期

間
中
に
申
込
書
を
持
っ
て
直
接
、
指
定
さ
れ
た
幼
稚
園
（
表
１
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
調
整
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

本
来
園
と
調
整
園
（
表
２
）
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

月
１
日

７
日

の
午
後
２
時

分

４

時

分
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

【
応
募
資
格
】

４
歳
児

平
成

年
４
月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま
れ

５
歳
児

平
成

年
４
月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
入
園
式
の
時
点
（
平
成

年

４
月

日

）
で
市
内
在
住
。

確
認
は
入
園
申
込
書
と
住
民
基

本
台
帳
で
行
い
ま
す
。
住
所
が

異
な
る
場
合
は
平
成

年

月

７
日

ま
で
に
そ
の
理
由
を
保

育
幼
稚
園
事
業
課
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
申
し
出
が
な
い
場

合
は
受
け
付
け
を
取
り
消
し
ま

す
。
入
園
式
ま
で
に
市
外
か
ら

の
転
入
や
市
内
で
転
居
予
定
の

人
は
申
し
込
み
前
に
同
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い

【
入
園
決
定
方
法
】

４
歳
児

募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
は
、

月

日

に
市
役

所
で
公
開
抽
選
（
出
席
者
立
ち

会
い
の
も
と
、
職
員
が
抽
選
）

を
行
い
、
当
選
者

人
と
補
欠

順
を
決
定
し
ま
す
。
公
開
抽
選

会
は
出
欠
自
由
で
す
。
募
集
人

数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
応
募

者
全
員
を
当
選
者
と
し
ま
す

５
歳
児

応
募
状
況
に
よ
り
募

集
人
数
の
変
更
を
行
い
、
募
集

期
間
内
に
応
募
し
た
５
歳
児
を

可
能
な
限
り
受
け
入
れ
ま
す

【
欠
員
が
出
た
場
合
】

４
歳
児
ク
ラ
ス
に
欠
員
が
出
た

場
合
、

月
初
旬
に
市
内
全
域

か
ら
追
加
募
集
を
し
ま
す
。
な

お
、
西
大
冠
・
玉
川
・
郡
家
・

日
吉
台
・
土
室
・
松
原
幼
稚
園

で
は
、
４
・
５
歳
児
の
入
園
決

定
者
数
が
総
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、
空
い
た
枠
を
４
歳
児

の
追
加
募
集
枠
（
各
園
最
大

人
）
と
し
て

月
初
旬
に
追
加

募
集
し
ま
す

【
保
育
費
用
】

入
園
料

７
千
円

保
育
料

月
額
１
万
千
円

制
服
・
制
帽

な
ど

約
１
万
円

教
材
費

月
額
約
２
千
円

【
入
園
案
内
と
申
込
書
配
布
場

所
・
時
間
】

市
立
各
幼
稚
園

午
後
２
時

分

４
時

分

保
育
幼
稚
園

事
業
課（
総
合
セ
ン
タ
ー
７
階
）

午
前
８
時

分

午
後
５
時

分

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜

日
、
祝
日
除
く

異
年
齢
児
学
級
編
制

新
た
に

園
で
導
入

芥
川
・
西
大
冠
幼
稚
園
で

は
、
就
労
支
援
型
預
か
り
保
育

園
児
と
の
、桜
台
幼
稚
園
で
は
、

長
時
間
保
育
園
児
と
の
混
合
学

級
を
編
制
し
ま
す
。

異
年
齢
児
学
級
編
制
は
、
年

齢
の
違
う
幼
児
が
同
じ
ク
ラ
ス

で
過
ご
し
、
お
互
い
に
刺
激
し

合
い
な
が
ら
能
力
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
幼
児
教
育

の
上
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
前
記
の
幼
稚
園
以
外
で

も
、
順
次
異
年
齢
児
学
級
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
は
、
新
た
に
富

田
・
芝
生
・
南
大
冠
幼
稚
園
を

加
え
た
全

園（
表
１
★
の
園
）

で
、
異
年
齢
児
学
級
編
制
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
４
・
５
歳
児
の
応
募

者
総
数
が

人
以
下
の
幼
稚
園

は
、
定
員
を
減
ら
し
１
学
級
の

異
年
齢
児
学
級
と
し
ま
す
。

な
お
、
特
認
園
樫
田
幼
稚
園

の
園
児
募
集
も
同
時
に
行
い
ま

す
。
申
込
方
法
が
ほ
か
の
幼
稚

園
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
保
育

幼
稚
園
事
業
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
平
成

年
第
６
回
定
例
会（
６

月

日
）
】
高
槻
市
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て

高
槻
市
社
会
教
育
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

高
槻
市
奨
学

生
選
考
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て

高
槻
市
教
育
委
員
会

事
務
評
価
委
員
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

高
槻
市
図
書
館
協

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

【
平
成

年
第
７
回
定
例
会（
７

月

日
）
】
高
槻
市
教
育
委
員

会
人
事
異
動
の
承
認
に
つ
い
て

高
槻
市
図
書
館
協
議
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

高
槻
市
史

跡
整
備
指
導
検
討
会
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

高
槻
市
指
定
有

形
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て

平
成

年
度
使
用
高
槻
市
立
義

務
教
育
諸
学
校
教
科
用
図
書
の

採
択
に
つ
い
て

教
職
員
人
事

の
内
申
に
つ
い
て

※
教
育
委
員
会
の
会
議
録
は
、

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

本
館
１
階

番
）
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

問
合
先

教
育
委
員
会
総
務
課

（

・
７
６
２
０
）

問合先
保
育
幼
稚
園
事
業
課

７
６
９
２

問合先

８月 日から４泊５

日、夏の吉野で５

キャンプ が奈良県吉野

町の宮滝野外学校で行わ

れました。

小学５年生 高校２年

生の計 人が参加。吉野山を登ったり、高さ の滝の

滝つぼ探検をして自然の雄大さを体験しました。子ども

たちはそれぞれチャレンジすることで新しい自分を発見

し、ひとまわりもふたまわりもたくましい顔立ちになっ

て帰ってきました。

表２ 調整区域表
本来園 調整園 調 整 区 域

高槻
芥川

上田辺町、明田町、
桜町

西大冠 中川町、城西町

芥川
清水

大蔵司一、西真上二、
名神町、緑が丘三

日吉台
緑が丘二（ 番
を除く）

阿武野 土室
大和一・二、奈佐原
一・二・四、上土室
三、阿武野二

清水 北清水
松が丘一、東城山町、
黄金の里一

磐手

高槻 八丁畷町

五領
高垣町、山手町一・
二

日吉台
古曽部町五、美しが
丘二

南大冠
西大冠 辻子一、松川町
松原 須賀町 番

桜台 南大冠
大塚町四、番田一・
二

芝生

富田 栄町一
玉川 川添二
五百住 寿町一 三

日吉台

清水
安岡寺町一、浦堂本
町 番

北清水
安岡寺町二・三、寺
谷町（１ 番を除
く）

玉川 富田
南総持寺町、北柳川
町、柳川町一・二

土室 阿武野
塚原一（４・５・７
番）・二、阿武野一
（１ ６番を除く）

五百住 津之江 津之江町二

松原
高槻

松原町、南松原町、
日向町

五領 野田一・二

本来園 調整園 調 整 区 域

表１ 市立幼稚園園区一覧
園 名 募集人数 通 園 地 域４歳児５歳児

高 槻★
城内町、本町、土橋町、八丁西町、大学町、北園町、高槻町、城北町一・二、京口町、大手町、
城東町、八幡町、野見町、上本町、紺屋町、上田辺町、明田町、桜町、中川町、桃園町、城
西町、出丸町

芥 川★
芥川町一 四、真上町一 四、白梅町１番、４番１・３号、天神町一（ 番を除く）・二（
、 番を除く）、紫町、殿町、月見町、南芥川町、大蔵司一、西真上一・二、名神町、
緑が丘一・二（ 番を除く）・三

阿武野
岡本町、土室町、氷室町二 六、宮田町一・二、大畑町（ 番）、南平台一 五、奈佐原
一 四、霊仙寺町一・二、奈佐原元町、奈佐原、上土室二・三、萩谷月見台、萩谷、大和一・
二、阿武野二

五 領★ 萩之庄一 五、梶原一 六、上牧山手町、上牧北駅前町、上牧南駅前町、神内一・二、井尻
一・二、道鵜町一 六、前島一 五、五領町、野田東一・二、東天川四・五

清 水
浦堂一 三、宮之川原元町、宮之川原一 五、西之川原一・二、塚脇一 五、黄金の里一、
東城山町、大蔵司二・三、浦堂本町（ 番を除く）、松が丘一、原（ ・ ・ １
・ １・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 番地）

磐 手

八丁畷町、山手町一・二、安満御所の町、安満磐手町、安満東の町、安満西の町、安満北の町、
安満中の町、安満新町、高垣町、紅茸町、成合東の町、成合南の町、成合北の町（関西電力高
圧線［北大阪高槻線 号］以北府道伏見柳谷高槻線以西の地域を除く）、成合中の町、成合、
別所中の町、別所新町、別所本町、川久保、古曽部町一 五、宮が谷町（１ ７番）、美しが
丘一・二、白梅町（１番、４番１・３号を除く）

三箇牧★ 唐崎西二、唐崎南一 三、唐崎北一 三、唐崎中一 四、三島江一 四、西面南一 四、西
面北一・二、西面中一・二、三箇牧一・二、西面、三島江、唐崎、玉川一 四

富 田★ 昭和台町一・二、北昭和台町、赤大路町、富田町一（ 番 ）・二 六、富田丘町、大畑町（１
番）、幸町（１・２・７・８番）

南大冠★ 深沢町一・二、大塚町一 三、深沢本町、東和町、大冠町一 三、辻子一・二、松川町、須
賀町（ 番）

樫 田★ 田能、中畑、出灰、二料、杉生

桜 台★ 西冠三、辻子三、北大樋町、西大樋町、南大樋町、登町、下田部町二、堤町、竹の内町、大
塚町四・五、番田一・二

芝 生★ 芝生町一 四、栄町一 四、寿町一 三、川添二

日吉台★
日吉台一 七番町、奥天神町一 三、成合西の町、弥生が丘町、真上町五・六、寺谷町、宮
が谷町（１ ７番を除く）、安岡寺町一 三、芝谷町、浦堂本町（ 番）、緑が丘二（
番）、花林苑、成合北の町（関西電力高圧線［北大阪高槻線 号］以北府道伏見柳谷高槻線以
西の地域）、天神町一（ 番）・二（ 、 番）

西大冠★ 城南町一 四、下田部町一、西冠一・二、春日町、若松町、庄所町、南庄所町、高西町
玉 川★ 牧田町、唐崎西一、玉川新町、北柳川町、柳川町一・二、南総持寺町、西町、川添一
上 牧★ 東上牧一 三、上牧町一 五、淀の原町、梶原中村町

北清水★ 安岡寺町四 六、松が丘二 四、原（ ・ ・ １・ １・ ・ ・ ・
・ ・ ・ 番地を除く）、清水台一・二、高見台

津之江★ 津之江町一、津之江北町、川西町一 三、東五百住町一（ ・ ・ ・ ・ ・
・ 番）・二（ ・ 番）、朝日町（３・４番）

柱 本★ 柱本南町、柱本新町、柱本一 七

郡 家★ 郡家新町、郡家本町、今城町、幸町（３・４番）、氷室町一、宮田町三、清福寺町、朝日町（１
・２番）

土 室★ 上土室一・四 六、塚原一 六、阿武野一

五百住 桜ケ丘北町、桜ケ丘南町、登美の里町、富田町一（１ 番）、西五百住町、東五百住町一（１
・ 番）・二（１ ５・ ・ 番）・三、如是町、津之江町二・三

松 原★ 明野町、永楽町、沢良木町、千代田町、松原町、南松原町、東天川一 三、藤の里町、天川町、
天川新町、日向町、須賀町（１ ・ 番）、緑町、天王町、宮野町、野田一 四

園 名 募集人数 通 園 地 域４歳児５歳児

人人
権権
パパ
ネネ
ルル
展展

人人
権権
擁擁
護護

委委
員員
会会
活活
動動
紹紹
介介
パパ
ネネ
ルル
展展

友友
のの
会会
おお
やや
つつ
編編

軽軽
食食
とと
おお
やや
つつ
のの

科科
学学
ああ
そそ
びび
をを
体体
験験
しし
てて

知知
るる
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

高高
槻槻
産産
のの
米米
粉粉
でで

パパ
ンン
づづ
くく
りり

神神
峯峯
山山
寺寺
でで
座座
禅禅
体体
験験

心心
をを

リリ
セセ
ッッ
トト
しし
健健
やや
かか
なな
明明
日日
へへ

秋秋
期期
稲稲
穂穂
塾塾
生生
をを
募募
集集

映映
画画

父父
とと
暮暮
らら
せせ
ばば

上上
映映
とと
おお
話話

如如
是是
公公
民民
館館
ここ
どど
もも
まま
つつ
りり

はは
にに
たた
んん
登登
場場

幸幸
せせ
なな
在在
宅宅
医医
療療

ここ
のの
町町
でで
最最
期期
をを

北北
極極
をを
犬犬
ぞぞ
りり
でで
走走
るる

探探
検検
家家
がが
語語
るる
地地
球球

能能
へへ
のの
誘誘
いい

覗覗
いい

てて
みみ
よよ
うう
能能
のの
世世
界界

連連
続続
講講
座座

城城
内内
キキ
ッッ
ズズ

ダダ
ンン
スス

高高
槻槻
市市
民民
寄寄
席席

ササ
ロロ
ンン
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

青青
少少
年年
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
催催
しし

自自
然然
観観
察察
会会

田田
んん
ぼぼ
のの
水水
草草

大大
人人
のの
たた
めめ
のの
朗朗
読読
会会

たた
かか
つつ
きき
環環
境境
市市
民民
会会
議議

摂摂
津津
峡峡
クク
リリ
ーー
ンン
ハハ
イイ
キキ

ペペ
ッッ
トト
ボボ
トト
ルル

空空
気気
砲砲
をを
作作
ろろ

姉姉
妹妹
都都
市市
・・
益益
田田
市市

ググ
ララ
ウウ
ンン
ドド
ゴゴ
ルル

月月
釜釜

ダダ
ッッ
チチ
オオ
ーー
ブブ
ンン
でで
パパ
ンン
作作
りり

精精
神神
障障
がが
いい
啓啓
発発

フフ
ァァ
ッッ
シシ
ョョ
ンン

日日
本本
のの
ここ
ここ
ろろ
歌歌
うう
会会

秋秋
色色
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

総総
合合
スス
ポポ
ーー
ツツ
セセ
ンン
タタ
ーー
・・

古古
曽曽
部部
防防
災災
公公
園園
体体
育育
館館

月月
のの
個個
人人
利利
用用

申申
込込
方方
法法

市
立
幼
稚
園

市
立
幼
稚
園

●●各各記記事事中中のの 先先着着 はは当当日日直直接接、、会会場場へへ ●●各各記記事事中中ののははががききででのの申申しし込込みみはは、、４４・・５５面面上上欄欄のの例例参参照照

夏の吉野で５ キャンプ夏の吉野で５ キャンプ
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日
程
・
内
容

月
３
日

安
倍
晴
明

月
７
日

小

野
小
町

月
５
日

在
原

業
平

来
年
１
月
９
日

菅

原
道
真

※
い
ず
れ
も
時
間
は

午
後
２
時

３
時

分

講
師

上
方
文
化
評
論
家
・
福

井
栄
一
さ
ん

定
員

人

受
講
料

２
千

円

日
程
・
内
容
・
講
師

月

日

夢
と
志
と

や
っ
て
み

な
は
れ

の
経
営
（
大
阪
商
業

大
学
教
授
・
伊
木
稔
さ
ん
）

日

日
本
の
ま
ほ
う
び
ん

年

粟
津
重
光
さ
ん

日

高
碕
達
之
助
の
功
績

馬

渕
晴
彦
さ
ん

※
い
ず
れ
も
時

間
は
午
後
２
時

３
時

分

特
別
講
座

福
井
栄
一
の

特
別
講
座

福
井
栄
一
の

上
方
ば
な
し

人
物
篇

上
方
ば
な
し

人
物
篇

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

提
携
講
座

身
近
な
製
品
を

提
携
講
座

身
近
な
製
品
を

作
り
出
し
た
企
業
家
た
ち

作
り
出
し
た
企
業
家
た
ち

定
員

人

受
講
料

２
千
円

日
程
・
内
容

月

日

比
較
の
視
点
か
ら

日

時
代
の
視
点
か
ら

日

恋
の
視
点
か
ら

※
い
ず
れ
も

時
間
は
午
前

時

時

分

講
師

同
大
学
教
授
・
露
口
卓

也
さ
ん

定
員

人

受
講
料

２
千
円

日
程
・
内
容
・
講
師

月

日

リ
コ
ー
ダ
ー
っ
て
す
ご

い
（
同
大
学
名
誉
教
授
・
北
山

隆
さ
ん
）

日

ヴ
ェ
ル

デ
ィ
生
誕

年
記
念
レ
ク
チ
ャ

ー
（
同
大
学
教
授
・
田
中
勉
さ

ん
）

日

リ
ス
ト
演
奏

同
志
社
大
学
提
携
講
座

同
志
社
大
学
提
携
講
座

個
性

に
生
き
る

個
性

に
生
き
る

一
葉
・
晶
子
・
ら
い
て
う

一
葉
・
晶
子
・
ら
い
て
う

大
阪
音
楽
大
学
公
開
講
座

大
阪
音
楽
大
学
公
開
講
座

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
の
宝
石
箱

音
楽
の
宝
石
箱

の
世
界
事
情
（
同
大
学
講
師
・

小
杉
裕
一
さ
ん
）

月
８
日

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
綴
る
ジ

ャ
ズ
の
歴
史
（
同
大
学
講
師
・

河
村
直
樹
さ
ん
）

日

雅
楽
（
同
大
学
講
師
・
林
絹
代

さ
ん
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は

午
後
２
時

３
時

分
。

月

日

に
同
大
学
博
物
館
（
豊

中
市
）
見
学
会
あ
り

定
員

人

受
講
料

４
千
円（
１
回
千
円
）

日
程
・
内
容

月
１
日

蓄
電
池
と
キ
ャ
パ
シ
タ
の
最
新

技
術

８
日

蓄
電
池
と
キ

ャ
パ
シ
タ
が
拓
く
将
来
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会

日

生
物
多

様
性
っ
て
何
だ
ろ
う

日

河
川
水
辺
の
生
物
多
様
性

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前

時

時

分

講
師

１
日
・
８
日

関
西
大

環
境
講
座

蓄
電
技
術
が

環
境
講
座

蓄
電
技
術
が

拓
く
将
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

拓
く
将
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

生
物
多
様
性

生
物
多
様
性

秋
期
講
座

受
講
者
を
募
集

学
教
授
・
石
川
正
司
さ
ん

日
・

日

大
阪
府
立
大
学
名

誉
教
授
・
谷
田
一
三
さ
ん

定
員

人

受
講
料

千

円

日
程
・
内
容
・
講
師

月

日

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た

怨
念

の
世
界
（
同
大
学
教

授
・
中
村
隆
嗣
さ
ん
）

日

中
世
の
怨
念
世
界
（
同
短

期
大
学
准
教
授
・
岡
見
弘
道
さ

ん
）

日

源
氏
物
語
の

六
条
院
と
源
融
（
同
短
期
大
学

教
授
・
久
保
田
孝
夫
さ
ん
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前

時

時

分

定
員

人

受
講
料

２
千
円

日
程
・
内
容
・
講
師

月

日

の
事
件
報
道

（
同
局
報
道
部
副
部
長
・
海
老

原
史
さ
ん
）

日

局
内

見
学
会
（
同
局
広
報
部
）

日

ご
ち
そ
う
さ
ん

の

舞
台
裏
（
同
局
制
作
部
チ
ー
フ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
岡
本
幸
江

さ
ん
）

月
４
日

ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
こ
う
し
て
作

る
（
同
局
制
作
部
専
任
部
長
・

大
墻
敦
さ
ん
）

※
い
ず
れ
も

大
阪
成
蹊
大
学
・

大
阪
成
蹊
大
学
・

短
期
大
学
公
開
講
座

短
期
大
学
公
開
講
座

日
本
文
学
に
見
る
怨
念

日
本
文
学
に
見
る
怨
念

大
阪
放
送
局
提
携

大
阪
放
送
局
提
携

講
座

テ
レ
ビ
番
組
は

講
座

テ
レ
ビ
番
組
は

こ
う
し
て
作
ら
れ
る

こ
う
し
て
作
ら
れ
る

時
間
は
午
前

時

時

分

定
員

人

受
講
料

２
千

円

日
程
・
内
容
・
講
師

月

日

成
果
続
々

考
古
学
こ

の
一
年
（
今
城
塚
古
代
歴
史
館

名
誉
館
長
・
水
野
正
好
さ
ん
）

日

東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
と
遺
跡
（
兵
庫
県
立

考
古
博
物
館
・
山
本
誠
さ
ん
）

日

陵
墓
調
査
の

年

（
宮
内
庁
・
徳
田
誠
志
さ
ん
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
２
時

３
時

分

定
員

人

受
講
料

千

円

日
程
・
内
容

月

日

宇
宙
大
の
身
体
を
持
つ
盧
舎
那

仏

日

西
域
南
道
の
大

乗
仏
教
国
ウ
テ
ン

月
４
日

中
央
ア
ジ
ア
の
宗
教
的
背

景

日

毘
沙
門
天
と
奈

良
仏
教

日

華
厳
世
界

と
善
財
童
子
の
旅

※
い
ず
れ

も
時
間
は
午
後
２
時

３
時

分講
師

同
大
学
非
常
勤
講
師
・

蓮
池
利
隆
さ
ん

定
員

人

受
講
料

３
千
円

歴
史
講
座

最
新
考
古
学

歴
史
講
座

最
新
考
古
学

事
情

発
掘
さ
れ
た
日
本

事
情

発
掘
さ
れ
た
日
本

列
島
２
０
１
３

列
島
２
０
１
３

龍
谷
大
学
提
携
講
座

シ
ル
ク

龍
谷
大
学
提
携
講
座

シ
ル
ク

ロ
ー
ド
と
奈
良
の
大
仏

華
厳

ロ
ー
ド
と
奈
良
の
大
仏

華
厳

の
教
え
と
ペ
ル
シ
ア
の
宗
教

の
教
え
と
ペ
ル
シ
ア
の
宗
教

月
３
日

身
体
を
ま

も
る

日

痛
み
は
ど
う

し
て
か
ん
じ
る
の
？

日

再
生
医
療
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
。
い
ず
れ
も
午
後
４
時

分

６
時
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

で
。
講
師
は

同
大
学
講
師
・

山
路
純
子
さ
ん

同
大
学
講
師

（
准
）
・
早
崎
華
さ
ん

同
大

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

大
阪
医
科
大
学
市
民
講
座

大
阪
医
科
大
学
市
民
講
座

学
講
師
・
伊
井
正
明
さ
ん
。
先

着
各

人
。
無
料
。
大
阪
医
科

大
学
（

・
１
２
２
１
）
。

月

日

午
後
１
時

２

時

歯
科
相
談

口
臭
テ
ス

ト

午
後
２
時

４
時

講

演

な
ぜ
、
虫
歯
に
な
る
の
？

な
ぜ
、
歯
を
支
え
る
骨
は
溶
け

る
の
？

。
会
場
は
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
。
講
師
は
大
阪
歯
科

大
学
教
授
・
池
尾
隆
さ
ん
。
申

込
順

人

人

人
。

は
講
演
申
込
者
だ
け
。
無

料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

市
民
歯
学
講
座

市
民
歯
学
講
座

月
３
日

に
電
話
か
直

接
、
総
務
医
薬
課
（

・
９

３
３
０
）
へ
。

月
２
日

午
前

時

正

午
に
大
阪
医
科
大
学
（

・

６
７
８
２
）看
護
学
部
講
堂（
八

丁
西
町
）
で
。
申
込
順

人
。

無
料
。

９
月

日

午
後
１
時

分

４
時
に
障
が
い
者
福
祉
セ
ン

大
阪
医
科
大
学
市
民
講
座

が
ん

大
阪
医
科
大
学
市
民
講
座

が
ん

と
と
も
に
自
分
ら
し
く
い
き
る

と
と
も
に
自
分
ら
し
く
い
き
る

市
民
精
神
保
健
講
座

市
民
精
神
保
健
講
座

精
神
科
医
療
の
つ
か
い
方

精
神
科
医
療
の
つ
か
い
方

タ
ー
で
。
講
師
は
新
阿
武
山
病

院
医
師
・
樽
谷
精
一
郎
さ
ん
。

先
着

人
。
無
料
。
市
精
神
障

害
者
家
族
連
絡
協
議
会
（

・
０
６
１
４

金
丸
）
。

月
４
日

午
後
２
時

４

時
に
市
保
健
所
で
。
講
師
は
大

阪
医
科
大
学
附
属
病
院
医
師
・

川
野
涼
さ
ん
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

日

に
電
話
で
、
保
健

予
防
課
（

・
９
３
３
２
）

へ
。 市

民
講
座

精
神
科
の
病
気
に

市
民
講
座

精
神
科
の
病
気
に

つ
い
て
知
り
た
い

入
門
編

つ
い
て
知
り
た
い

入
門
編

医
療
な
ど
の

講

座

国
・
府
・
市
は

月
１
日
現

在
で
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

府
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査

員
が
９
月

日

か
ら
、
統
計

的
手
法
に
基
づ
い
て
選
定
し
た

世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
票

へ
の
記
入
ま
た
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い
し

平
成

年
住
宅
・
土
地

平
成

年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
を
実
施

統
計
調
査
を
実
施

ま
す
。
回
答
内
容
は
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

同
調
査
は
、
全
国
約

万
世

帯
を
対
象
と
し
た
、
住
生
活
に

関
す
る
最
も
重
要
な
調
査
で

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
必
ず
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不

審
な
問
い
合
わ
せ
や
訪
問
が
あ

れ
ば
、
総
務
課
（

・
７
４

１
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

、

夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止

な
ど
を

重
点
に
、
９
月

日

日

に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す
。
夕
暮
れ
時
は

明
る
い
色
の
服
を
着
た
り
、
反

射
材
を
活
用
し
、
日
が
暮
れ
る

前
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
く
だ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

さ
い
。
一
人
一
人
が
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

高
槻
警
察
署
（

・
１
２
３
４
）
、
管
理
課
（

・
７
５
９
２
）

日
時
・
会
場
・
問
合
先

９
月

日

午
前
９
時

午
後
４
時

分

収
納
課
（
市
役
所
本
館

１
階

番
窓
口

・
７
１
５

７
）

※
当
日
直
接
、
会
場
へ

９
月

日

・

日

は
土

・
日
曜
日
利
用
で
き
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
の
戸
籍
証

明
書
（
戸
籍
謄
抄
本
、
戸
籍
の

附
票
、
独
身
証
明
書
な
ど
）
の

発
行
を
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の

た
め
休
止
し
ま
す
。
な
お
、
住

市
税
の
土
曜
納
税
相
談

市
税
の
土
曜
納
税
相
談

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
の

戸
籍
証
明
書
発
行
休
止

戸
籍
証
明
書
発
行
休
止

民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
な
ど
そ
の
他
証
明
書
は
通
常

通
り
発
行
で
き
ま
す
。

問
合
先

市
民
課
（

・
７

０
５
２
）

市
営
バ
ス
は
、
９
月

日

日

に
公
園
墓
地
へ
の
墓

参
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
経
路

は
、

高
槻
駅
南
か
ら
阪
急

高
槻
駅
な
ど
を
経
由
し
、
公
園

墓
地
ま
で
で
す
。

運
賃

片
道

円（
小
児

円
）

運
行
時
間

行
き
（

高
槻

駅
南
発
）

午
前
８
時

分

時

分
（

分
間
隔
）

帰

り
（
公
園
墓
地
３
区
発
）

午

前
９
時
１
分

時

分
（

分
間
隔
）
、
午
後
０
時

分
、

１
時

※
出
発
は

高
槻
駅

南
、
阪
急
高
槻
駅
と
も
６
番
乗

９
月

日

日

９
月

日

日

墓
参
バ
ス
を
運
行

墓
参
バ
ス
を
運
行

り
場
か
ら

問
合
先

交
通
部
芝
生
営
業
所

（

・
３
５
１
３
）

９
月

日

は

警
察
相
談

の
日

で
す
。
犯
罪
に
よ
る
被

害
の
未
然
防
止
の
相
談
は
、
気

軽
に
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（

♯
９
１
１
０
）
へ
。

問
合
先

高
槻
警
察
署
（

・
１
２
３
４
）

浄
化
槽
管
理
者
は
保
守
点
検

や
清
掃
の
実
施
、
定
期
検
査
の

受
検
が
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
９
月

か
ら
一
戸
建
て
住
宅
の
浄
化
槽

（

人
槽
以
下
）
の
手
数
料
が

５
千
円
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

９
月

日
は
警
察
相
談
の
日

９
月

日
は
警
察
相
談
の
日

浄
化
槽
の
定
期
検
査
を

浄
化
槽
の
定
期
検
査
を

受
検
し
ま
し
ょ
う

受
検
し
ま
し
ょ
う

さ
い
。

問
合
先

定
期
検
査
申
込

一

般
社
団
法
人
府
環
境
水
質
指
導

協
会（

・

・
３
５
３
１
）

浄
化
槽

清
掃
業
務
課
（

・
１
１
３
７
）

時
間
は
午
前

時

正
午
、

午
後
１
時

４
時

分
（

日

は
午
前

時

午
後
３
時

分
、

日
は
午
前

時

時

分
、
午
後
０
時

分

４
時

分
）
で
す
。

日
程
・
会
場

９
月

日

ミ
ン
グ
・
阪
急
高
槻

日

金
光
大
阪
中
・
高
校

日

松
坂
屋
高
槻
店

日

大
阪
医
科
大
学
（
大
学
町
）

月
１
日

マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
高
槻
南
店
（
沢
良
木
町
）

問
合
先

市
献
血
推
進
協
議
会

（

・
７
１
６
３
）

動
物
愛
護
週
間

適
正
な
動
物
の
飼
育
を

９
月

日

日

は
動

物
愛
護
週
間
で
す
。
犬
猫
を
含

む
愛
護
動
物
は
、
私
た
ち
の
生

活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
社

会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
不
適
切
な
飼
育
や

不
用
意
な
え
さ
や
り
に
よ
り
、

糞
尿
や
鳴
き
声
な
ど
で
近
隣
住

民
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

人権連続講座

人権ばらえてぃセミナー
日程・内容・講師 月４日 児童
虐待の防止のために（ 法人児童虐待
防止協会専門員・神田眞知子さん） 日

職場の人権（大阪企業人権協議会講師
・窪山幸雄さん） 日 ヒューマン・
ライツは人間として正しいこと（龍谷大学
講師・松本城洲夫さん） 日 公正採
用と人権（府人権協会・柴原浩嗣さん）
月１日 ご存知ですか？見た目問題（ア
ルビノ・ドーナツの会・薮本舞さん）
※いずれも午後２時 ４時。無料。要約筆
記・手話通訳あり
会場 市役所本館６階大集会室
総合センター 階会議室
定員 先着 人
問合先 市人権まちづくり協会（ ・
）

号

・
３
７
２
４
）
へ
。

月

日

来
年
２
月
４

日

に
府
障
が
い
者
社
会
参
加

促
進
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
天
王

寺
区
）
で
。
全

回
。

点
字

手
話
。
申
込
順
各

人
。

３
千

円

２
千

円
。
申
込

期
限
は

月

日
（
水
・
必

着
）
。
府
自
立
支
援
課
（

・
６
９
４
４
・
９
１
７
６
）
。

月
９
日

日

に
富

田
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

４
千

円
。
申
し
込
み
は
９
月

日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に
所

定
の
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
か
直

接
、
障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所

本
館
１
階

番
窓
口

・
７

１
６
４
）
へ
。
申
込
書
は
同
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

９
月

日

午
前

時

分

午
後
４
時
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
３
階
会
議
室
で
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
９

月

日

日

に
電
話

で
、府
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー（

・
６
７
６
２
・
９
０
０
６
）

へ
。 府

盲
ろ
う
者
通
訳
・

府
盲
ろ
う
者
通
訳
・

介
助
者
養
成
研
修

介
助
者
養
成
研
修

同
行
援
護
従
業
者

同
行
援
護
従
業
者

養
成
研
修

養
成
研
修

福
祉
の
お
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ

福
祉
の
お
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ

セ
ミ
ナ
ー

個
別
相
談
会

セ
ミ
ナ
ー

個
別
相
談
会

み
は
９
月

日
（
土
・
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
ク
ロ
ス
パ

ル
高
槻
（
〒

・
０
８
０
４
紺

屋
町
１
番
２
号

・
３
７
２

１
）
へ
。

９
月

日

午
後
１
時

分

４
時
に
真
上
公
民
館
で
。

円
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。
手

入
れ
要
望
鉢
持
参
可
。
市
さ
つ

き
会
（

・
０
１
６
０

森

田
）
。月

日

午
前

時

午

後
５
時
５
分

日

午
前

時

午
後
３
時

分
に
消
防
本

部
で
。
申
込
順

人
。
申
し
込

み
は
９
月

日

日

に

所
定
の
申
込
書
と
写
真
１
枚

（
縦
３

×
横
２
・
４

）
、
教
材
費
３
千

円
を
持

っ
て
直
接
、
消
防
本
部
予
防
課

（

・
７
９
８
５
）
へ
。

月

日

・

日

・

日

の
午
後
７
時

８
時

分

に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
講
師

は
ヨ
ー
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

・
下
川
賀
津
美
さ
ん
。
対
象
は

歳
。
人（
多
数
抽
選
）。

無
料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

日
（
水
・
必
着
）
に
電

子
申
込
か
は
が
き
を
持
っ
て
直

接
ま
た
は
、
往
復
は
が
き
に
、

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、青
少
年
セ
ン
タ
ー（
〒

・
０
８
０
４
紺
屋
町
１
番
２

さ
つ
き
秋
の
手
入
れ
講
習
会

さ
つ
き
秋
の
手
入
れ
講
習
会

（
初
級
者
向
け
）

（
初
級
者
向
け
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

ヨ
ー
ガ
教
室

ラ
イ
フ
ス
タ

ヨ
ー
ガ
教
室

ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
取
り
入
れ
よ
う

イ
ル
に
取
り
入
れ
よ
う

平
成

年
第
５
回
市
議
会
定

例
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前

時
か
ら
。
な
お
、
議
事
の
都

合
で
日
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

日
程

９
月

日

・

日

・

日

本
会
議

日

都
市
環
境
委
員
会
、
福
祉
企

業
委
員
会

日

文
教
市

民
委
員
会
、
総
務
消
防
委
員
会

日

議
会
運
営
委
員
会

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

審
議
会
な
ど
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。傍
聴
希
望
者
は
、

事
前
に
各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
教
育
委
員
会
定
例
会
】
９
月

日

午
前

時
か
ら
総
合
セ

ン
タ
ー

階
教
育
委
員
会
室

で
。
教
育
委
員
会
総
務
課
（

・
７
６
２
０
）

【
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
】

月
１
日

午
前

時
か
ら
総

合
セ
ン
タ
ー
６
階
会
議
室
で
。

法
務
課
（

・
７
１
７
０
）

【
社
会
教
育
委
員
会
議
】

月

７
日

午
後
２
時
か
ら
総
合
セ

ン
タ
ー

階
教
育
委
員
会
室

で
。
地
域
教
育
青
少
年
課
（

・
７
６
５
４
）

月

日

日

の

午
前

時

正
午
に
ク
ロ
ス
パ

ル
高
槻
で
。連
続
講
座
。講
師
は

社
会
保
険
労
務
士
・
天
野
勉

さ
ん

家
事
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
山
田
亮
さ
ん
。申
込
順

人
。

無
料
。保
育
あ
り
（
１
歳
６
カ

月

就
学
前
、

人
。
申
込
期

限
は

月
９
日

）
。
申
し
込

み
は
９
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
男
女
共
同
参
画
課
（

共
働
き
夫
婦
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

共
働
き
夫
婦
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

・
３
７
２
５
）
へ
。

月

日

来
年
３
月

日

の
土
曜
日
午
後
３
時

５
時
に

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
講
師
は

日
本
け
ん
玉
協
会
・
西
田
満
さ

ん
。
対
象
は
小
学
生

歳
。

人
（
多
数
抽
選
）
。
無
料
。

申
し
込
み
は
９
月

日

日
（
金
・
必
着
）
に
電
子
申
込

か
直
接
ま
た
は
、
往
復
は
が
き

に
、
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
学
校
名
・
学
年
（
年

齢
）
、
電
話
番
号
、
同
講
座
の

参
加
経
験
の
有
無
を
書
い
て
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０

８
０
４
紺
屋
町
１
番
２
号

・
３
７
２
４
）
へ
。

ふ
れ
あ
い
け
ん
玉
教
室

ふ
れ
あ
い
け
ん
玉
教
室

月

日

午
前
９
時

分

午
後
０
時

分
に
消
防
本
部

で
。
修
了
証
の
発
行
あ
り
。
対

象
は
高
校
生
以
上
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

月

日

に
電
子

申
込
か
直
接
、
最
寄
り
の
消
防

署
へ
。
中
消
防
署
（

・
７

９
９
４
）
。

９
月

日

午
後
６
時
か
ら

富
田
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
奈
良
教
育
大
学
教

職
大
学
院
准
教
授
・
粕
谷
貴
志

さ
ん
。
先
着

人
。
無
料
。
保

育
あ
り
（
３
歳

就
学
前
、
５

人
。
申
込
期
間
は
９
月

日

日

）
。
市
人
権
ま
ち
づ

応
急
手
当
講
習
会

応
急
手
当
講
習
会

（
普
通
救
命
講
習

）

（
普
通
救
命
講
習

）

人
権
教
育
講
座

学
習
へ
の

人
権
教
育
講
座

学
習
へ
の

意
欲
を
育
む
就
学
前
教
育

意
欲
を
育
む
就
学
前
教
育

く
り
協
会
（

・
７
８
７

８
）
。月

８
日

・

日

・

日

の
午
後
６
時

分

９
時

に
富
田
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
元
関
西
い
の
ち
の

電
話
事
務
局
・
長
尾
文
雄
さ

ん
。
対
象
は

歳
以
上
。
申
込

順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は

９
月

日

か
ら
電
子
申
込
か

直
接
ま
た
は
、
電
話
で
、
同
セ

ン
タ
ー（

５
４
５
４
）へ
。

月

日

来
年
２
月
９
日

の
日
曜
日
午
前

時

午
後
０

時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

で
。
全

回
。
講
師
は
陶
芸
家

・
原
口
知
子
さ
ん
。

人
（
多

数
抽
選
）
。
１
万
円
。
申
し
込

青
少
年
活
動
支
援
講
座
・

青
少
年
活
動
支
援
講
座
・

人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

陶
芸
日
曜
初
級
教
室

陶
芸
日
曜
初
級
教
室

市民委員を募集
市は、次のとおり、市民委員を募集します。
いずれも多数選考。報酬は日額 円。応
募期間は９月 日 日 （ 消印有効
必着）。

地球温暖化防止委員
【 市地球温暖化対策実行計画協議会】市域
での温暖化対策を推進
資格・定員 ４月１日現在 歳で、年
２回程度平日昼間の会議に出席できる人 ２
人（原則、男女各１人）
期間 月 日 から２年間
応募方法 郵送か直接、小論文 家庭から
取り組める温暖化対策について （ 字程
度、応募動機含む、様式自由）に略歴、住所、
氏名、生年月日、性別、電話番号を書いて、
環境緑政課（市役所本館５階 ・ ）へ

減量推進委員
【 廃棄物減量等推進審議会】ごみの減量に
ついて審議
資格・定員 年３回程度平日昼間の会議に
出席できる人 １人
期間 委嘱日から２年間
応募方法 郵送か直接、応募動機（ 字
以内、様式自由）に略歴、住所、氏名、年齢、
性別、電話番号を書いて、資源循環推進課（〒
・ 中川町２番 号 ・ ）へ

月 ※■の地域は曜日を変更しています

月
曜日

し 尿 収 集 地 区 （ 音順）

月

７ ４ ２ 芥川町一 四、安岡寺町一 六、永楽町、大塚町三 五、春日町、黄金の里一、寿町一 三、栄町一 四、下田部町一・二、庄所町、辻
子一 三、大蔵司一 三、竹の内町、塚脇一 五、月見町、出丸町、天神町二、殿町、中川町、西之川原一・二、西真上一・二、番田一
・二、東城山町、真上町一 五、松が丘一 四、松川町、南庄所町、宮之川原一 五、宮之川原元町、八幡町、若松町

９ 井尻一・二、梶原中村町、上牧町一 五、上牧北駅前町、上牧南駅前町、神内二、津之江町一 三、津之江北町、柱本全域、藤の里町

火

８ ５ ３ 浦堂一 三、浦堂本町、原（府道枚方亀岡線より東側）、東天川一 五、緑が丘一 三

１ 明野町、天川新町、北大樋町、五領町、三箇牧全域、須賀町、玉川一 四、千代田町、天王町、野田一 四、萩之庄一 五、八丁畷町、
日向町、松原町、三島江全域、緑町、南大樋町、南松原町、宮野町

水

９ ６ ４ 梶原一・二、古曽部町一 三、城西町、高垣町、堤町、道鵜町一 六、西之川原一部（小型地区）、野田東一・二、原（府道枚方亀岡線
より西側）、別所新町、別所本町、前島一 五、山手町一・二

２ 赤大路町、大畑町、唐崎全域、川久保、北昭和台町、北柳川町、西面全域、桜ケ丘北町、桜ケ丘南町、芝生町一 四、昭和台町一・二、
富田丘町、富田町一 六、成合、成合北の町、成合中の町、成合西の町、成合東の町、成合南の町、西五百住町、如是町、東五百住町一
三、柳川町一・二、弥生が丘町

木

７ ５ 出灰、大冠町一 三、杉生、中畑、二料、萩谷、萩谷月見台、深沢本町、霊仙寺町一

３ 今城町、大塚町一・二、岡本町、梶原四 六、上土室一 六、川西町一 三、郡家新町、東和町、奈佐原全域、南平台一 五、土室町、
氷室町一 四、深沢町一・二、宮田町一 三

金

８ ６ 安満磐手町、安満北の町、安満御所の町、安満新町、安満中の町、安満西の町、安満東の町、上牧山手町、神内一、田能、紅茸町、南総
持寺町

４ １ 梶原三、郡家本町、清福寺町、塚原全域、東上牧一 三、淀の原町

月
曜日

し 尿 収 集 地 区 （ 音順）

月の収集日程は上表のとお
り。収集日に留守の場合は隣人に依頼
するなど必ずくみ取りができるようお
願いします。くみ取り口付近にはもの
を置かないでください。臨時の収集は

２・３日前にお申し込みください。
問合先 清掃業務課（ ・ ）

【し尿くみ取りの届出】し尿くみ取り依
頼や変更、停止には、資源循環推進課（市
役所本館７階）へ届出が必要です。

【手数料納入のお願い】し尿処理手数料
は、納入期限内に所定の金融機関か市役
所（支所）で納付してください（近畿２府
４県の郵便局でも可）。
問合先 資源循環推進課（ ）

議
会
日
程

議
会
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す

た
め
、
一
人
一
人
が
動
物
の
命

の
尊
さ
を
実
感
し
、
動
物
に
対

す
る
正
し
い
知
識
、
適
正
な
飼

育
な
ど
に
つ
い
て
関
心
と
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

保
健
衛
生
課
（

・
９
３
３
１
）

市
は
、
け
や
き
の
森
市
民
大
学
秋
期
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
会
場
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
多
数
抽
選
。
申
し
込
み
は

９
月

日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
電
子
申
込
か
直
接
ま
た
は
、
は

が
き
か
フ
ァ
ク
ス
（
１
枚
に
つ
き
１
人
）
に
、
講
座
名
（
複
数
可
）
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
書
い
て
、

同
セ
ン
タ
ー
（

・
７
７
０
０
、

・
７
７
０
４
）
へ
。

市
は
、
市
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
と
健
康
た
か
つ
き

推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
共
催

で
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
。
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
の

た
め
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
完

歩
賞
も
あ
り
ま
す
。

日
時

月

日

午
前
９
時

市
役
所
南
側
駐
車
場
集
合
。
雨

天
は

月
２
日

※
無
料

コ
ー
ス

集
合
地

高
槻

駅
北
東
地
区

磐
手
公
民
館

新
名
神
高
速
道
路
沿
い

伊
勢

寺

上
宮
天
満
宮
。
約
６

定
員

人
（
多
数
抽
選
）

申
込
方
法

９
月

日

日

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

（

・
９
１
１
２
、

・

７
５
６
９
）
へ

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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入入
園園
希希
望望
者者
をを
募募
集集

入入
園園
希希
望望
者者
をを
募募
集集

９
月

日

日

日

吉
台
公
民
館

日

月

７
日

真
上
公
民
館

日

日

芥
川
公
民
館

日

月
４
日

五
領

公
民
館

８
日

日

磐
手
公
民
館

日

月

２
日

阿
武
山
公
民
館

６

日

日

城
内
公
民

館
。
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
９

時

午
後

時
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。
城
内
公
民
館
（

・
４
６
４
４
）
。
人
権
課
（

・
７
５
７
５
）
。

ス
ス
メ

９
月

日

午
前

時

正

午
に
芥
川
公
民
館
（

・
１

人
権
パ
ネ
ル
展

人
権
擁
護

人
権
パ
ネ
ル
展

人
権
擁
護

委
員
会
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展

委
員
会
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展

友
の
会
お
や
つ
編

友
の
会
お
や
つ
編

軽
食
と
お
や
つ
の

軽
食
と
お
や
つ
の

４
２
３
）
で
。
講
師
は
友
の
会

高
槻
方
面
。
申
込
順

人
。

円
。
保
育
あ
り
（
申
込
期
限
は

９
月

日

）
。

９
月

日

午
前

時

正

午
に
真
上
公
民
館
（

・
２

５
０
９
）
で
。
講
師
は
山
ち
ゃ

ん
と
ゆ
か
い
な
仲
間
・
山
本
志

津
江
さ
ん
。
申
込
順

人
。

円
。
保
育
あ
り
（
申
込
期
限
は

９
月

日

）
。

９
月

日

午
前

時

午

後
１
時
に
富
田
公
民
館
（

・
１
６
７
１
）
で
。
講
師
は
パ

ン
講
師
・
金
子
和
子
さ
ん
。
申

込
順

人
。
申
し
込
み
は
材
料

費

円
を
持
っ
て
直
接
、
同
公

民
館
へ
。

９
月

日

午
前

時

正

午
に
神
峯
山
寺
（
大
字
原
）
で
。

講
師
は
同
寺
住
職
・
近
藤
眞
道

さ
ん
。
申
込
順

人
。
日
吉
台

公
民
館
（

・
６
６
３
６
）
。

月

来
年
３
月
に
城
内
公

科
学
あ
そ
び
を
体
験
し
て

科
学
あ
そ
び
を
体
験
し
て

知
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

知
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
槻
産
の
米
粉
で

高
槻
産
の
米
粉
で

パ
ン
づ
く
り

パ
ン
づ
く
り

神
峯
山
寺
で
座
禅
体
験

心
を

神
峯
山
寺
で
座
禅
体
験

心
を

リ
セ
ッ
ト
し
健
や
か
な
明
日
へ

リ
セ
ッ
ト
し
健
や
か
な
明
日
へ

秋
期
稲
穂
塾
生
を
募
集

秋
期
稲
穂
塾
生
を
募
集

民
館
な
ど
で
。
参
加
者
の
自
主

的
な
運
営
で
月
１
回
各
種
活
動

を
実
施
。
今
年
度
は

社
会
貢

献
と
生
き
が
い
づ
く
り

を
テ

ー
マ
に
、
定
例
会
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
対
象
は

歳
以
上
。
申
込

順

人
。
材
料
費
実
費
。
申
し

込
み
は
９
月

日

日

に
電
話
か
直
接
、
城
内
公
民
館

（

・
４
６
４
４
）
へ
。

９
月

日

午
前

時

午

後
０
時

分
に
城
内
公
民
館

（

・
４
６
４
４
）
で
。
講

師
は
市
人
権
ま
ち
づ
く
り
協
会

・
西
田
睦
史
さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期
限
は

９
月

日

）
。

月
５
日

午
後
１
時

４

時
に
如
是
公
民
館
（

・
１

８
６
６
）
で
。
出
前
キ
ッ
ズ
ル

ー
ム
そ
う
べ
え
、
は
に
た
ん
と

○
×
ク
イ
ズ
、自
然
工
作
な
ど
。

対
象
は
小
学
生
以
下
（
未
就
学

児
は
保
護
者
同
伴
）
。
当
日
直

映
画

父
と
暮
ら
せ
ば

映
画

父
と
暮
ら
せ
ば

上
映
と
お
話

上
映
と
お
話

如
是
公
民
館
こ
ど
も
ま
つ
り

如
是
公
民
館
こ
ど
も
ま
つ
り

は
に
た
ん
登
場

は
に
た
ん
登
場

公
民
館

歩
学
講
座

野
外
を
散
策
し
、
自
然
や
歴

史
を
学
ぶ
。い
ず
れ
も
申
込
順
。

無
料
。

【
阿
武
山
探
訪
】
９
月

日

午
後
１
時

３
時

分
。
約
４

。
講
師
は
阿
武
山
地
震
観

測
所
阿
武
山
サ
ポ
ー
タ
ー
・
下

田
健
二
さ
ん
。

人
。
阿
武
山

公
民
館
（

・
０
１
８
８
）

【
古
曽
部
近
辺
の
歌
ご
こ
ろ
を

訪
ね
て
】

月
１
日

午
前
９

時

分

正
午
。
約
２
・
５

。
講
師
は

法
人
市
文

化
財
ス
タ
ッ
フ
の
会
。

人
。

磐
手
公
民
館
（

・
２
１
１

０
）

【
原
散
策
と
八
阪
神
社
の
秋
祭

り
見
学
】

月
９
日

午
前
９

時

分

午
後
０
時

分
。
約

４

。
講
師
は
高
槻
観
光
協

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
。

人
。
日
吉
台
公
民
館
（

・
６
６
３
６
）

【
三
島
江
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
ウ

ォ
ー
ク
と
野
鳥
観
察
会
】

月

日

午
後
２
時

４
時
。
約

２
・
２

。
講
師
は
あ
く
あ

ぴ
あ
芥
川
ス
タ
ッ
フ
。

人
。

三
箇
牧
公
民
館
（

・
０
９

６
５
）

接
、
会
場
へ
。
次
の
催
し
は
申

し
込
み
が
必
要
。

【
高
槻
お
や
つ
ピ
ザ
を
つ
く
ろ

う
】
午
前

時

正
午
。
申
込

順

人
。

円

【

ダ
ン
ス
】
午

後
２
時

分

３
時

分
。
申

込
順

人
月
１
日

午
前

時

正

午
に
日
吉
台
公
民
館
（

・

６
６
３
６
）
で
。
講
師
は
医
師

・
中
嶋
啓
子
さ
ん
。
申
込
順

幸
せ
な
在
宅
医
療

幸
せ
な
在
宅
医
療

こ
の
町
で
最
期
を

こ
の
町
で
最
期
を

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期
限
は

９
月

日

）
。

環
境

月
５
日

午
後
２
時

４

時
に
磐
手
公
民
館
（

・
２

１
１
０
）
で
。
講
師
は
犬
ぞ
り

探
検
家
・
山
崎
哲
秀
さ
ん
。
申

込
順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込

期
限
は
９
月

日

）
。

月

日

午
前

時

正

北
極
を
犬
ぞ
り
で
走
る

北
極
を
犬
ぞ
り
で
走
る

探
検
家
が
語
る
地
球

探
検
家
が
語
る
地
球

能
へ
の
誘
い

覗
い

能
へ
の
誘
い

覗
い

て
み
よ
う
能
の
世
界

て
み
よ
う
能
の
世
界

午
に
五
領
公
民
館
（

・
６

１
６
９
）
で
。
講
師
は
観
世
流

能
楽
師
・
田
中
隆
夫
さ
ん
。
申

込
順

人
。

月

日

・

日

の
午

後
２
時

３
時

分
に
城
内
公

民
館
（

・
４
６
４
４
）
で
。

講
師
は
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
・
吉
川
哲
平
さ
ん
。
対
象

は
小
学
生
以
上
と
そ
の
保
護
者

（
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可
）
。

申
込
順

人
。

連
続
講
座

城
内
キ
ッ
ズ

連
続
講
座

城
内
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス

ダ
ン
ス

９
月

日

午
後
２
時

４

時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（

・
７
７
０
０
）
１
階
展
示
ホ

ー
ル
で
。
出
演
は
噺
の
会
じ
ゅ

げ
む
。
先
着

人
。
無
料
。

９
月

日

午
後
２
時

分

か
ら
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
（

・
３
７
２
１
）
で
。
ピ
ア
ノ
、

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
、
邦
楽
。
先
着

人
。
無
料
。

高
槻
市
民
寄
席

高
槻
市
民
寄
席

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

い
ず
れ
も
会
場
は
ク
ロ
ス
パ

ル
高
槻
。
無
料
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（

・
３
７
２
４
）
。

【
街
角
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
コ
ン
サ

ー
ト
】
９
月

日

午
後
１
時

４
時
。
ア
カ
ペ
ラ
、
ニ
ュ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
。
当
日
直

接
、
会
場
へ

【
わ
ん
ぱ
く
・
お
て
ん
ば
ク
ラ

ブ

け
ん
玉
を
作
っ
て
、
遊
ぼ

う
】
９
月

日

午
前

時

正
午
。
講
師
は
高
槻
ス
カ
ウ
ト

連
絡
会
。
対
象
は
５
歳

小
学

生
（
保
護
者
同
伴
可
）
。
申
込

順

人
。
申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
青
少

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

年
セ
ン
タ
ー
へ

９
月

日

午
前

時

正

午
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
で
。
講

師
は
同
館
・
高
田
み
ち
よ
さ

ん
。
対
象
は
小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
。
申
込

順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は

９
月

日

か
ら
電
話
で
、
同

館
（

・
５
０
４
１
）
へ
。

９
月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
芝
生
図
書
館
（

・
７
４
０
１
）
で
。
吉
村
昭
著

海
猫

ほ
か
。
朗
読
は
小
堂

文
子
さ
ん
ほ
か
。
先
着

人
。

自
然
観
察
会

田
ん
ぼ
の
水
草

自
然
観
察
会

田
ん
ぼ
の
水
草

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

無
料
。

ン
グ

９
月

日

午
前
９
時

分

芥
川
漁
業
協
同
組
合
駐
車
場

（
大
字
原
）
集
合
、
正
午
摂
津

峡
公
園
桜
広
場
解
散
。
無
料
。

申
し
込
み
は
９
月

日

ま
で

に
電
話
で
、
環
境
緑
政
課
（

・
７
４
８
３
）
へ
。

う

月

日

午
前

時

時

分
に
春
日
青
少
年
交
流
セ

ン
タ
ー
で
。
講
師
は
山
ち
ゃ
ん

と
ゆ
か
い
な
仲
間
・
山
本
志
津

江
さ
ん
。
対
象
は
小
学
生
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。
申

し
込
み
は
９
月

日

日

に
電
子
申
込
か
直
接
ま
た

は
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
同
セ
ン

タ
ー
（

・
９
６
０
４
、

・
９
６
０
５
）
へ
。

た
か
つ
き
環
境
市
民
会
議

た
か
つ
き
環
境
市
民
会
議

摂
津
峡
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ

摂
津
峡
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

空
気
砲
を
作
ろ

空
気
砲
を
作
ろ

フ
交
流

月
２
日

４
日

の
２

泊
３
日
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

２
万
２
千

円
（
相
部
屋
）
。

申
し
込
み
は
９
月

日

日

に
電
話
で
、
市
都
市
交
流

協
会
（

・
７
３
９
６
）
へ
。

９
月

日

、

月

日

の
午
前
９
時

分

午
後
３
時

に
高
槻
現
代
劇
場
で
。
先
着
各

人
。
各
千
円
。
高
槻
茶
道
会

（

０
７
４
２
・

・
１
４
６

３

前
田
）
。

月

日

午
前

時

午

後
３
時
に
摂
津
峡
青
少
年
キ
ャ

ン
プ
場
で
。
講
師
は
ユ
ー
ス
サ

ー
ビ
ス
大
阪
・
後
藤
聖
司
さ

ん
。
対
象
は
市
内
在
住
の
小
学

生
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。
申
し
込
み
は
９
月

日

日
（
火
・
必
着
）
に
電
子

姉
妹
都
市
・
益
田
市

姉
妹
都
市
・
益
田
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

月
釜
月
釜

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
パ
ン
作
り

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
パ
ン
作
り

申
込
か
往
復
は
が
き
に
、
催
し

名
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
学
校
名
・
学
年
、
電
話

番
号
、
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
交
通

手
段
を
書
い
て
、
地
域
教
育
青

少
年
課
（

・
７
６
４
８
）

へ
。

シ
ョ
ー

９
月

日

午
後
２
時
か
ら

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示

ホ
ー
ル
で
。
先
着

人
。
無
料
。

社
会
福
祉
法
人
明
星
福
祉
会

（

・
９
８
９
８
）
。

９
月

日

午
後
２
時

４

時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
。
申
込
順

人
。
一
般
２
千
円
（
当
日

円

増
）
、
小
・
中
学
生

円
（
当

日

円
増
）
。
申
し
込
み
は
９

月

日

日

に
電
話

で
、
シ
ュ
テ
ル
ン
ヘ
ン
（

・

・
９
８
５
０

小
林
）へ
。

精
神
障
が
い
啓
発

精
神
障
が
い
啓
発

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

日
本
の
こ
こ
ろ
歌
う
会

日
本
の
こ
こ
ろ
歌
う
会

秋
色
コ
ン
サ
ー
ト

秋
色
コ
ン
サ
ー
ト

各
利
用
時
間
帯
に
つ
き
大
人

円（
小

中
学
生

円
）の
個

人
利
用
券
が
必
要
。
弓
道
場
は

利
用
許
可
証
も
。
休
所
日
は
総

合
体
育
館

火
曜
日
、
古
曽
部

防
災
公
園
体
育
館

木
曜
日
。

【
総
合
体
育
館
】

◎
大
体
育
室

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

４
日

・
７
日

の
午
前
９

時

正
午
（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

６
日

・

日

の
午
後
６
時

９
時

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

月
の
個
人
利
用

月
の
個
人
利
用

（
定
員
各

人
）

バ
ド
ミ
ン

ト
ン

７
日

・

日

の
午

後
６
時

９
時（
定
員
各

人
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

日

午

前
９
時

正
午
（
定
員

人
）

◎
小
体
育
室
３

卓
球

休
所

日
と

日

午
前
９
時

午
後

９
時
と

日

午
前
９
時

午

後
５
時

分
以
外

◎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

休
所
日

と

日

午
前
９
時

午
後
９

時
と

日

午
前
９
時

午
後

５
時

分
以
外

◎
弓
道
場

休
所
日
と

日

午
前
９
時

午
後
９
時
と

日

・

日

の
午
前
９
時

午

後
５
時

分
以
外

◎
陸
上
競
技
場
（
ト
ラ
ッ
ク
）

５
日

・

日

の
午
前
９

時

正
午
（
定
員
各

人
）

【
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
】

◎
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

卓
球

４
日

・

日

・

日

の

午
前
９
時

正
午
、

日

午

後
６
時

９
時（
定
員
各

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

７
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）
、

日

午

後
６
時

９
時（
定
員

人
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

７
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午（
定

員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル（
高
校
生
以
上
）

日

午
後
６
時

９
時（
定
員

人
）

◎
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
小
・
中
学
生
）

９
日

・

日

の
午
後
６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
休
所
日

以
外
利
用
可

９月 日
日 高槻現代劇場

市制施行 周年記念・市美術展覧
会を開催します。日本画、洋画など７
部門を展示。ぜひお越しください。
日程・会場 ９月 日 日

の午前 時 午後６時（ 日は午後
４時まで） 高槻現代劇場 ※無料。
当日直接、会場へ
問合先 文化スポーツ振興課（
・ ）、高槻現代劇場（ ・
開催期間中）

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
９
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。
保
育

あ
り
の
場
合
、
対
象
は
２
歳

就
学
前
、
各
５
人
。

申
込
方
法

申
込
方
法

市市
立立
幼幼
稚稚
園園

●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、４・５面上欄の例参照●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、４・５面上欄の例参照

夏夏のの吉吉野野でで５５ キキャャンンププ
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阿阿武武山山中中がが 連連覇覇阿阿武武山山中中がが 連連覇覇

教教
育育
特特
集集

近近
畿畿
総総
合合
体体
育育
大大
会会
でで
活活
躍躍

企企
画画
展展
とと
講講
座座

服服
部部
のの

歴歴
史史
をを
ひひ
もも
解解
くく

青青
龍龍
三三
年年
のの
丘丘
・・
安安
満満
宮宮
山山

古古
墳墳
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
ガガ
イイ
ドド

水水
野野
名名
誉誉
館館
長長
のの
口口
誦誦
日日
本本

全全
史史

平平
城城
京京
とと
各各
国国
のの
往往
来来

歴歴
史史
ウウ
ォォ
ーー
クク

紅紅
葉葉
のの
阿阿
武武

山山
かか
らら
いい
まま
しし
ろろ
大大
王王
のの
杜杜
へへ

江江
戸戸
時時
代代
のの
旅旅
とと
西西
国国
街街
道道

城城跡跡公公園園のの
高高山山右右近近像像

ししろろああとと歴歴史史館館
開開館館 周周年年記記念念特特別別展展

歴歴
史史
講講
座座

右右
近近
をを
取取
りり
巻巻
くく

ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
とと
文文
化化

連連
続続
講講
演演
会会

高高山山右右近近作作のの茶茶杓杓（（ししゃゃくく））

９
月

日

午
前

時

時

分
に
五
領
公
民
館
で
。
対

象
は
１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ
の

保
護
者
。
保
健
師
に
よ
る
計
測

・
育
児
相
談
、
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
相
談
。
無
料
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。
保
健
セ
ン
タ
ー
（

・
１
１
０
８
）
。

９
月

日

午
前

時

時

分
に
り
ん
ご
っ
こ
（
東
和

町
）
で
。
講
師
は
赤
沼
裕
美
子

さ
ん
。
対
象
は
２
カ
月

１
歳

未
満
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
。

申
込
順

組
。
無
料
。
申
し
込

み
は
電
話
か
直
接
、同
広
場（

・
７
０
７
１
）
へ
。

乳
児
相
談
会

乳
児
相
談
会

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

月
９
日

午
前

時

時

分
に
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

（
川
添
一
）
で
。
講
師
は
岩
出

景
子
さ
ん
。
対
象
は
０
歳

就

学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
申
込
順

組
。
無
料
。
申

し
込
み
は
９
月

日

か
ら
直

接
、
同
広
場
（

・
５
７
１

３
）
へ
。

い
な
い

月

日

月

日
の
木

曜
日
午
前

時

正
午
に
子
育

て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
。
講

師
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
。対
象
は
１
歳（
第

１
子
）
の
幼
児
の
保
護
者
。
申

込
順

人
。
無
料
。
保
育
あ
り

（
１
歳
、

人
）
。
申
し
込
み

は
９
月

日

月
２
日

に
電
話
か
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー

親
子
で
遊
ぶ
わ
ら
べ
歌
、
絵
本

親
子
で
遊
ぶ
わ
ら
べ
歌
、
絵
本

親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

完
璧
な
親
な
ん
て

完
璧
な
親
な
ん
て

市民ふれあい運動会月６日月６日

日時 月６日 午
前 時 午後３時 分
※無料。当日直接、会
場へ
会場 第一中学校運
動場
競技種目 パン食い
競争、綱引き、玉入れ
など
問合先 同実行委員
会（障がい福祉課内
・ 、 ・
）

９
月

日

日

は
結

核
予
防
週
間
で
す
。
結
核
は
今

も
全
国
で
年
間
約
３
万
人
が
発

病
し
、
約
２
千
人
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
若

い
人
の
発
症
も
み
ら
れ
、
市
の

昨
年
の
新
規
患
者
は
約

人
で

し
た
。
免
疫
力
が
低
下
し
て
い

る
人
や
高
齢
者
、
乳
幼
児
は
発

病
し
や
す
い
た
め
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
症

状
が
続
い
た
と
き
は
結
核
を
疑

９
月

日

日
は

９
月

日

日
は

結
核
予
防
週
間

結
核
予
防
週
間

い
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
２
週
間
以
上

続
く
咳

た
ん
（
血
た
ん
）

発
熱
（
と
き
に
微
熱
）

胸
痛

体
の
だ
る
さ

体
重
減
少
。

保
健
予
防
課
（

・
９
３
３

２
）
。

対
象
は
お
お
む
ね

歳

で
運
動
制
限
の
な
い
人
。
講
師

は
相
良
き
ょ
う
子
さ
ん
。
申
込

順
各

人
。
無
料
。
申
し
込
み

は
９
月

日

か
ら
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
に
、
希
望
コ
ー
ス
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

健
康
づ
く
り
推
進
課（

８

心
わ
く
わ
く

体
す
っ
き
り

心
わ
く
わ
く

体
す
っ
き
り

運
動
教
室

運
動
教
室

８
０
０
、

１
５
５
１
）へ
。

原
則
１
年
度
１
人
１
コ
ー
ス
。

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ（
古
曽
部
）】

９
月

日

月
４
日

日

の
午
後
２
時

３
時

分

に
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
で

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ（
ザ
バ
ス
）】

月
９
日

・

日

・

日

の
午
後
１
時

分

３
時
に

ザ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
デ
ル

タ
（
朝
日
町
）
で

月

来
年
２
月
に
実
施

（
日
時
は
個
別
通
知
）
。
申
し

込
み
は

月

日

ま
で
に
申

込
書
と
印
鑑
、
実
父
母
の
被
爆

者
健
康
手
帳
の
番
号
を
持
っ
て

直
接
、
保
健
予
防
課
（

・

被
爆
者
二
世
健
康
診
断

被
爆
者
二
世
健
康
診
断

９
３
３
２
）
へ
。
申
込
書
は
同

課
で
配
布
。府
医
事
看
護
課（

・
６
９
４
４
・
９
１
７
２
）。

い
ず
れ
も
多
数
抽
選
。
申
し

込
み
は
９
月

日

日

（
木
・
必
着
）に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
、
は
が
き
に
、
催
し

名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
を
書
い
て
、
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
〒

・
０
０
５

２
城
東
町
５
番
１
号

・
９

１
１
２
、

７
５
６
９
）へ
。

【
男
性
料
理
教
室
】

月
２
日

午
前

時

午
後
１
時
に
保

健
セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
市
栄

養
士
会
。
対
象
は
男
性
。

人
。

健
康
づ
く
り
推
進

健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
の
教
室

協
議
会
の
教
室

円
【
体
力
ア
ッ
プ
リ
ズ
ム
体
操
】

月

日

午
前

時

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
講

師
は
体
操
上
級
指
導
員
・
山
中

真
智
子
さ
ん
。

人
。
無
料

【
調
理
実
習

野
菜
モ
リ
モ
リ

若
さ
を
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
パ
ワ

ー
】

月

日

午
前

時

午
後
１
時
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

で
。
講
師
は
市
栄
養
士
会
。

人
。

円
月
９
日

・

月

日

・

月

日

の
午
前

時

午
後
１
時

分
に
城
内
公
民
館

本
日
開
店
ヘ
ル
シ
ー
ダ
イ

本
日
開
店
ヘ
ル
シ
ー
ダ
イ

エ
ッ
ト
食
堂

栄
養
教
室

エ
ッ
ト
食
堂

栄
養
教
室

で
。
調
理
実
習
と
試
食
。
講
師

は
管
理
栄
養
士
。
対
象
は

歳
。
申
込
順

人
。
各

円
。

申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
健
康
づ
く
り
推
進

課
（

・
８
８
０
０
、

・
１
５
５
１
）
へ
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

各
期
限
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
、
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど
も

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
、
電
話
番
号
（
阿
武

山
は
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

の
有
無
も
）
を
書
い
て
、
各

セ
ン
タ
ー
へ
。
多
数
抽
選
。

応
募
方
法

応
募
方
法

９

月
の
月
曜
日
午
前
９

時

分

時
に
芝
谷
聖
ヶ
丘

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
１
０
２
５
芝
谷
町

番
７
号

・
８
７
２
１
）
で
。
全
５

回
。
対
象
は
芥
川
よ
り
東
に
住

む
平
成

年
４
月
２
日

年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
。

組
。
千
円
。
申

込
期
限
は
９
月

日

。

９
月

日

午
前

時

分

時
に
津
之
江
さ
く
ら
子
育

親
子
教
室
２
歳
児

親
子
教
室
２
歳
児

お
も
ち
ゃ
作
り
講
座

お
も
ち
ゃ
作
り
講
座

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０

８
２
２
津
之
江
町
一
丁
目

番

９
号

・
７
０
１
５
）
で
。

対
象
は
２
歳

就
学
前
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
。

組
。
無
料
。

申
込
期
限
は
９
月

日

。ょ
う

【
阿
武
山
た
つ
の
子
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
】

月
９
日

月
４
日

月

日

月

日
の
水
曜
日
午
前

時

時

分
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
１
０
４
５
阿
武
野
二
丁
目
２

番
１
号

・
０
３
１
３
）で
。

各
全
５
回
。
対
象
は
芥
川
よ
り

西
に
住
む

平
成

年
４
月
２

日

月

日

年
４
月
２

日

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。
各

組
。
各
２
千
円
。
申
込
期
限
は

９
月

日

【
富
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

い
ず
れ
も
午
前

時

時

分
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０

親
子
教
室

親
子
で

親
子
教
室

親
子
で

楽
し
く
遊
び
ま
し

楽
し
く
遊
び
ま
し

８
１
４
富
田
町
二
丁
目
５
番
１

号

・
９
１
７
７
）
で
。
各

全
５
回
。
無
料
。
申
込
期
限
は

９
月

日

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ

月
の

月
・
火
曜
日
。曜
日
指
定
不
可
。

対
象
は
芥
川
よ
り
西
に
住
む
平

成

年
４
月
２
日

年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
。

組

ぺ
ん
ぎ
ん
ク
ラ
ブ

月

の
木
曜
日
。
対
象
は
芥
川
よ
り

西
に
住
む
平
成

年
４
月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
。

組

【
春
日
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

の
び
の
び
広
場

月
の

木
・
金
曜
日
午
前

時

時

に
同
セ
ン
タ
ー（
〒

０
０
５

３
春
日
町

番
２
号

・
５

２
１
１
）で
。曜
日
指
定
不
可
。

各
全
５
回
。対
象
は
芥
川
よ
り

東
に
住
む
平
成

年
４
月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
。

組
。

無
料
。
申
込
期
限
は
９
月

日

必ず受けよう特定健診、ワンコインでがん検診【問合先】健康づくり推進課（〒 桃園町４番 号 ）
健（検）診名 日程 時間 会場 対象・受診料 定員 予約方法など

国民健康保険
特定健診・肺
がん検診・骨
の健康度測定
※骨の健康度
測定は保健セ
ンター、クロ
スパル高槻、
春日ふれあい
文化センター
だけ

９／
９：

：
保健センター

特定健診 歳（ 歳
誕生日前日まで）の市国民
健康保険被保険者、無料
※同時実施のがん検診など
は有料 肺がん 歳以
上、 円 ※検たん料込
み。検たんは医師が必要と
認めた人だけ 骨の健康度
測定 歳以上、 円

先着 人

特定健診 特定
健診受診券・国
保保険証を持っ
て時間内に直
接、会場へ
※当日、実施会
場での受診券再
発行は不可 肺
がん検診、骨の
健康度測定 時
間内に直接、会
場へ

／２

：

：

クロスパル高槻 先着 人

／３
大冠北第２コミ
ュニティセンタ
ー

／９ 春日ふれあい文
化センター

／ 庄所コミュニテ
ィセンター

／ 南大冠公民館
／

・
柳川コミュニテ
ィセンター

／ 川西コミュニテ
ィセンター

胃・大腸がん
検診

月・火・
木・金・
土曜日

午前

ひかり診療所 胃がん 歳以上、 円
大腸がん 歳以上、
円 ※ひかり診療所は大腸
がんだけの受診は不可

１日４人
（土曜日
３人）

随時電話か直
接、同課へ

／ 今城塚公民館 申込順
人

９／ から電
話か直接、同課
へ

すこやかドッ
ク

／７
・

保健センター

歳、 円（大腸が
ん除く） 歳以上、
円 ※胃（必須）・肺・大腸
がん検診、骨の健康度測定

申込順
各 人

子宮・乳・大
腸がん検診

／７
★

午後

子宮・乳がん検診を平成
年４月１日以降未受診の女
性。子宮がん 歳以上、
円 乳がん 歳以上、
円 大腸がん 歳以

上、 円

申込順
各 人

／

健（検）診名 日程 時間 会場 対象・受診料 定員 予約方法など

※国民健康保険加入者以外の人の特定健診は加入する健康保険組合などにお問い合わせください。特定健診
は市内の委託医療機関でも無料で受診可
※がん検診などは受診料無料制度あり。対象は 歳以上の人 歳で一定の障がいがあり、高齢者の
医療の確保に関する法律による被保険者証を持つ人 生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（要事前申請）
★は保育あり（０歳 就学前、 人）。保育希望者は検診申し込み時に伝えてください

●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可

（

・
３
０
３
０
）
へ
。

月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

離
乳
食
、
幼
児
食
の
話
と
保
護

者
試
食
。
対
象
は
８

カ
月

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込

順

組
。
無
料
。
申
し
込
み
は

９
月

日

か
ら
電
話
で
、
同

セ
ン
タ
ー（

１
１
０
８
）

へ
。

月
７
日

午
前
９
時

分

時

分
に
今
村
学
園
高
槻

幼
稚
園
（
高
槻
町
）
で
。
対
象

は
０

３
歳
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
。
組（
多
数
抽
選
）。

円
。保
育
あ
り（
０

３
歳
）。

申
し
込
み
は
９
月

日

ま
で

に
電
話
で
、
同
幼
稚
園
（

・
０
２
４
７
）
へ
。

ぱ
く
ぱ
く
教
室

ぱ
く
ぱ
く
教
室

調
理
実
習
の
見
学
・
試
食

調
理
実
習
の
見
学
・
試
食

に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ

に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ

障がいがある人もない人も参加できる競技で
盛り上がりましょう。参加賞や景品もあり。

車いす・バギー競争
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詐詐
欺欺
がが

多多
発発

中中学学校校総総合合体体育育大大会会をを開開
催催（（２２面面））

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

災害対策本部が想定訓練

８
月

日
、市
民
の
皆
さ
ん
、

関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
準
備

を
進
め
て
い
た
市
全
域
大
防
災

訓
練
は
、
大
雨
・
洪
水
警
報
発

令
に
よ
り
市
民
参
加
の
訓
練
な

ど
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

庁
舎
内
で
災
害
対
応
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
図
上
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

図
上
訓
練
で
は
直
下
型
地
震

を
想
定
し
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
１
階
展
示
ホ
ー
ル
に
濱
田
剛

史
市
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害

対
策
本
部
を
設
置
。
約
１
０
０

人
の
職
員
が
、
芥
川
大
橋
の
倒

壊
な
ど
市
内
各
所
か
ら
入
る
被

害
情
報
を
ま
と
め
、
対
応
す
る

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

高
槻
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

高
槻
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第

回
高
槻
ま
つ
り
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

が
８
月

日
に
行
わ
れ
、

人

点
の
応
募
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
に
谷
博
行
さ
ん
（
長
岡
京
市
）
の

未
来
へ
届
け
、
高
槻
ウ
ェ
ー
ブ
！

が
、
優
秀

賞
に
平
野
谷
雅
和
さ
ん
（
柱
本
六
）
と
堀
口
正
幸

さ
ん
（
野
田
三
）
、
入
選
に
井
上
誠
一
さ
ん
（
島

本
町
）
、
福
本
哲
雄
さ
ん
（
城
北
町
一
）
、
清
水

明
生
さ
ん
（
八
幡
町
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

次の日程で入選作品な
どの展示を行います。ぜ
ひお越しください。
日程 ９月 日

日 ミング・阪急高槻
日 日 アク

トアモーレ 日
月３日 総合センター
１階南側通路 ※無料。
当日直接、会場へ
問合先 高槻まつり振
興会（ ・ ）

作品展示を開催

京都画派の西洋体験

公開
セ ミ ナ ー竹内栖鳳と公開
セ ミ ナ ー竹内栖鳳と

京都市美術館で 月 日 月１日 に開催さ
れる 竹内栖鳳展 近代日本画の巨人 の関連セミ
ナー。
日時 月７日 午後２時 ３時 分 ※無料
会場 生涯学習センター２階多目的ホール
講師 京都市美術館館長・潮江宏三さん
定員 人（多数抽選）
申込方法 ９月 日（金・必着）までに往復はがき
に、講座名、希望人数（２人まで）、住所、氏名（ふ
りがな）、電話番号を書いて、生涯学習センター（〒
・ 住所不要 ・ ）へ

月

日

に
市
役
所
本
館

東
側
通
路
な
ど
で
開
催
す
る
同

ひ
ろ
ば
へ
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
者
と
福
祉
バ
ザ
ー
へ
の

物
品
提
供
者
を
募
集
。

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
】

店

舗
（
多
数
抽
選
、
１
店
舗
７

平
方

）
。
同
一
団
体
の
複

数
申
し
込
み
、
プ
ロ
や
中
学
生

以
下
だ
け
の
参
加
不
可
。動
物
、

食
品
、
使
用
不
能
な
電
化
製
品

な
ど
は
不
可
。
千
円
。
応
募
は

９
月

日
（
水
・
必
着
）
ま
で

に
、
催
し
名
、
参
加
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
取
扱
物
品
を
書
い
て
、
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
郵
送
で
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０
８
０
４
紺
屋
町
３
番
１

の

号

・
２
２
０
０
）
へ

【
福
祉
バ
ザ
ー
提
供
物
品
】
リ

た
か
つ
き
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

た
か
つ
き
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

フ
リ
マ
出
店
・
バ
ザ
ー
提
供
物

フ
リ
マ
出
店
・
バ
ザ
ー
提
供
物

サ
イ
ク
ル
衣
料
、
日
用
雑
貨
、

贈
答
品
、
文
具
な
ど
。
申
し
込

み
は
９
月

日

月

日

に
物
品
を
持
っ
て
直
接
、
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
へ
。
運
搬
が
必
要
な
場

合
は
９
月

日

日

に

電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

人
権
週
間
中
の

月
６
日

・
７
日

に
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
入
選
作

品
を
展
示
。
７
日
に
表
彰
式
あ

り
。
テ
ー
マ
は
人
権
の
尊
さ
、

お
互
い
の
人
権
を
守
る
こ
と
、

人
権
啓
発
作
品

人
権
啓
発
作
品

平
和
、
勇
気
、
い
じ
め
を
な
く

そ
う
な
ど
。募
集
作
品
は
標
語
、

絵
画
、
作
文
。
い
ず
れ
も
未
発

表
の
も
の
。各
部
門
１
人
１
点
。

応
募
は

月

日（
金
・
必
着
）

ま
で
に
作
品
と
所
定
の
用
紙
を

郵
送
か
直
接
、
市
人
権
ま
ち
づ

く
り
協
会（

・
７
８
７
８
）

へ
。
応
募
要
項
な
ど
は
同
協
会

で
配
布
。

月

日

・

日

に
国

際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
堺

市
）
で
開
催
さ
れ
る
同
展
で
展

示
・
即
売
す
る
作
品
を
募
集
。

手
工
芸
品
、
絵
画
、
書
な
ど
。

資
格
は
府
内
在
住
・
在
勤
の
障

が
い
者
、
府
内
の
障
が
い
者
福

祉
関
係
施
設
・
団
体
。
応
募
期

限
は

月

日

。
同
実
行
委

員
会
（

・
６
７
７
５
・
９

１
１
５
、

・
６
７
７
５
・

９
１
１
６
）
。

共
に
生
き
る

共
に
生
き
る

障
が
い
者
展
作
品

障
が
い
者
展
作
品

職
種

看
護
師
（
非
常
勤
・

パ
ー
ト
職
員
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
（
パ
ー
ト
職
員
）

ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
（
パ
ー
ト
職
員
）

問
合
先

山
手
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（

・
２

２
９
７
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事

業
所
（

・
７
０
５
１
）

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
事
業
所
（

・
２
２
０
４
）

社
会
福
祉
事
業
団

社
会
福
祉
事
業
団

非
常
勤
・
パ
ー
ト
職
員

非
常
勤
・
パ
ー
ト
職
員

週
４
日
、
午
前
８
時

分

午
後
５
時
（
勤
務
時
間
の
変
更

・
宿
直
勤
務
あ
り
）
に
同
キ
ャ

ン
プ
場
で
勤
務
。
１
人
。
資
格

は
昭
和

年
４
月
１
日
以
降
生

ま
れ
の
自
動
車
運
転
免
許
所
持

者
。
月
額

万

円
（
宿
直
は

４
千

円
を
加
算
）
。
試
験
日

は
９
月

日

。
応
募
は
９
月

日

日

に
写
真
を
貼

っ
た
所
定
の
用
紙
を
持
っ
て
直

接
、
地
域
教
育
青
少
年
課
（
総

合
セ
ン
タ
ー

階

・
７
６

４
８
）
へ
。
所
定
の
用
紙
は
同

課
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

摂
津
峡
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

摂
津
峡
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

管
理
指
導
員

管
理
指
導
員

高 槻 現 代 劇 場高 槻 現 代 劇 場
［市民会館・文化ホール］

チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

絵本とうたの
コンサート
絵本
コ

の
ト

とう
サー

出演／中川ひろたか、長
谷川義史、大友剛

来年２月 日
午後２時開演

大ホール（全席指定・３
歳以上有料）
一般 円（当日
円）
９月 日 発売（電話予
約は午後２時から）
※友の会先行発売あり

市制施行 周年記念

ベートーベン

月 日 午後３時開演

大ホール（全席指定）

席 円、 席

円、 席 円、小・

中学生 円

９月 日 発売（電話予

約は午後２時から）

※友の会先行発売・割り

引きあり。未就学児の入

場はご遠慮ください

秋のプログラム
静岡県舞台芸術

センター 朗読×津軽三味
線 走れメロス

月 日 ２回公演
午後１時 分から
５時 分から

生涯学習センター２階多目
的ホール（全席自由）
発売中 一般 円 学生

円（当日各 円増し）
※友の会割り引きあり。未
就学児の入場はご遠慮くだ

さい。ほか２劇団の公
演、ワークショップあ
り。詳しくは同劇場へ

市マスコット
キャラクター
・はにたん

総合センター１階ロビー
赤い実水彩画教室展
９月 日 月３日

高槻駅南側地下通路
あすなろ写真同好会展
９月 日 日
フォトクラブどんぐり写真展
９月 日 日

ミング・阪急高槻２階
写研 写真展大阪環状線
年のいま
９月 日 日
ひまわり水彩画クラブ展
９月 日 日

クロスパル高槻７階
いろえんぴつ手作り絵本展
９月 日 日
藤井正信水彩画個展
９月 日 日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

市広報番組案内市広報番組案内

情報 ワイドたかつき情報 ワイドたかつき
※放送は毎日９時・ 時 分・ 時・ 時 分から 分

ケーブルテレビ

クローズアップ 高槻駅をより安全

で快適に

高槻現代劇場公演情報 朗読×津軽三味線 走

れメロス

私達のコミュニティ 柳川地区 子どもたち

に、ふるさとを

ホット 高槻 受けよう特定健診

クローズアップ 高槻駅をより安全

で快適に

高槻現代劇場公演情報 朗読×津軽三味線 走

れメロス

私達のコミュニティ 柳川地区 子どもたち

に、ふるさとを

ホット 高槻 受けよう特定健診

○９月 日 日 放送○９月 日 日 放送

○９月 日 日 放送○９月 日 日 放送

おおいいししいい
たたかかつつきき

特特
産産
特特
産産

高高槻槻産産のの素素材材ををふふんんだだんんにに使使っったた
ハハンンババーーガガーー

【人口】 人（＋ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ７月末現在（前月比）【人口】 人（＋ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ７月末現在（前月比）


